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昭和 5 9 年度総会報告

去る 6月9日、佐久市岩村田浅間会館に於て

昭和 59年度の総会及び討演会が開かれました。

会長挨拶の後、林会員を話長に選出し誤事に

入りました。第 1号-3号唸案までの討議を行

! 
iなへ原案通り議決されました。 58年度会務

1報告(/_)中で、黒岩副会長より矢出川遺跡の保存

I 
；対策について(f.)詳細衣経過報告及ぴ花岡会員よ

1り研元甜告書第 1集についての経過報告がなさ

! 
！れました。さらに第 4号。 5号謡案は、別記の

！ように•• 会務のスムーズで内身の撰い速営をめ

；ざし-c役割を分担すべく選任されました。

！ 心饂幅島会員より県考古学会<D現在の状

噂？、としてぅ対文化課との関係について、文化財

i行政の指導的立場にありながら、中央道の盛士

！翌存問題、 市町村に対する姿勢、埋文七ンクー

のかかえる問題など一連の軟弱で低劣な態度に、

県考古学会としても断じて許し難いとじ広抗諮

の要望書を提出する決議がなされている旨の報告

があった。

段半終了後、岡谷市教委の高林重水氏尻より、

「福原追跡の調査報告 弥生式士器を中心として.5 

の合図度がスライドを中心に行なわれた。日頃既と

んど接しられたい岡谷地方の辿揃と造物を多量の

スライドで見られたいへん有意義でした。今度は

実際に岡谷へ出かけて佐久と岡谷の土器を結ぷ親

緑性を実見しようと思いを改たにさせられた会員

も多くあったようです。

その後近くのホテルにて懇親会が行なわれ¥

会員相互の交流を深めました。

（又責林幸彦）
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◎ 会 長

◎ 副会長

◎ 事務局長

幹事

米地区委員

由井茂也

黒岩忠男 • 白倉盛男

木内 捷

井出正義 。林幸彦 o褐島邦男鋼高村博文・鴫島田恵子

花岡 弘 。森泉かよ子 c小山岳夫り是 隆

米 庶 務 祗村博文奢林幸彦

＊会計 島田恵子

糸警記 花岡弘 • 小山岳夫＊堤 隆

＊通信編集井出正義（緑集長） 高村博文0 福島邦男
; .. 

森泉かよ子。小山岳夫り是 隆

米見学旅行林幸彦。福島邦男 •花岡弘

I地区（経井沢町 0 御代田町。小諸市）

尾台卓ー 0 渡辺重義

I地区（北御牧村パ曳科付。立科町サ望月町）

桂り11 喜四郎

工地区（佐久市）

森泉定勝 0 井上行雄竺大井今朝太 0 佐藤敏

W 地区（臼田町。佐久町。八千穂村 拿小海町）

三石延雄

V地区（北相木村 0 南相木村 0 南牧村。川上村｝

由井明。土屋忠芳

1,7I地区（佐久地域外の地区）

臼田武正

米会計監査寄員 由井 明→井上行雄
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奈良埋蔵文化財センター「中近世遣跡調査過程」」の研修忙参加して

森泉かよ子

研修は 6月12日から約 i0日間たわたり、

一日 2テーマを設け、各先生方の諧義をうかが

った。テーマは退構中心に展開され『集蕗』，，

『窯址』・『墳墓』等々多餃妬渡り、中近世迎

跡の総集編というか入門綴であり、全体像の把

握に大い紀役立つものであった。

中近世迫跡は、 原始。古代匹比して発掘調査

例が少なく体系的に整って茶らず、これから調

査例が増すことで、具体的な問題点の提示がな

されるという段階といえるようだ。

今回は選構中心ということで、造物について

は阿．とんど触れず、平安時代から室町時代にわ

たる各造囃例が示された。
(1) 

まず集落形態紀ついては、石川県寺家迩跡に

よると、乎安時代後期こるより溝による分割が

なされ、紅倉時代にはその溝が広くなり屋敷を

囲むのであるが、その屋敷内でも溝を作 b有力

者とそれに従う者とを分けて住む階層性がみら

れるようである。古墳峙代より、用途に分かれ

た舵物の存在—例えば、念、井戸等ーがあらわ

れてくるが、掘立柱建物址によりその機能分化

がより遜み、溝で区割された中匹、主棟、倉（

総柱が多い）、井戸等が必ず備えられているよ

うである。また、この屋敷地の一定<1;,方角妬墓

(2) 

1 
を作っている例もある。

I 
i 城下町の例として、虚国紺侭越前一乗谷に居

娑どうち (3) 

舶を棺えた朝倉氏の城戸内の発抱調査例がある。

旦・_i・良1.,')谷を北と南妬土塁を設けて区切見居館ら＂

待屋敷弓、寺町パ町屋を楷成しているものである。

朝倉森景の居館は、東側谷中央(/.)山城を降りて

きたところにあり、土塁をめぐらし、外側に堀

を設けている。 15棟の建物が検出され、主殿、

倉庫、台所、馬屋、泉殿等、礎石を使用してお

~）、池 を もつ庭園も設けられている。

武家屋敷は町割がなされ、 適路を遥して、道

路妬而して門を設け、間口の狭い奥行きの広い

屋敷を土塁で囲っている。建物は掘空柱匙物址

で、溝による仕切空間があり、井戸，｀および便

所応使用されたであろう石組、また埋められた

越前焼のカメは財蔵に使用されたとしーているも｀

(j_)がセットでみられ、池ばないが庭、茶室等Jも

敷地内（疋ある。これに対して、屋敷の区割を浩

疇腿、 屎のみで区割する小さな屋敷群があり、

隣の屋敷と雨落ちの濡を共有する程に1廿1口いっ

ばい匠建てられ、石組 1(便前）、井戸 1、甕

1、を佛えるも(!_)であり、下級武士の館ともさ

れている。これ尻特殊な追物一鉛..曲物等々 ---

を出士する小さな屋敷があるこしから職人達の

家であろうとされ、人家の楳中した町屋の存在

もあったよ，うである。

このよう妬、中世の速栴も発掠調査により酉

現され“シつあるがし現在の集落と一致 している

場合が多｛、京都・東京などの都市心調査は誠

匠大変な 4） 3々である事等も苓話vcあった。

中近世の追跡はも_.:;と丸、現在に近いの妬ぷか

かわら六遠い右在である叫人を蜀まえて、さ



4)  

聖地御射山

佐々木宗昭

霧ケ峯の南腹、八 ツ島湿原の畔に御射山とい

う地籍がある。この一部に平担な凹地部を三方

からとり かこむ丘陵面の地形がある。 ここ が 「

御謝山祭祀遺跡」がある。

△御射山 とは誅訪大社下社（里宮）の奥社（

山宮）の地名であり、古来よ り神堅祝された場

所であ った。つまり中世に あっては、この場所

において御射山祭 と称する大神事が行なわれた。

△こ(j_)神事の本儀は、いけにえ信仰に起因する

ものである。一つの霊が失なわれ去ること妬よ

り、より新たかな霊が宿り働生まれるという考

え方があり、それが五穀の翌穣への深い祈りと

して春から秋妬かけて、 里での収穫が取 り終る

季節(j_)ふ し目 ふ し目に斎行され-/t.o△此の御射

山追跡は、三方(0丘陵面匠階段状の造構を樽築

している点が大苔な等色 とされ、過去三回にわ

たる発掘調査の結果、階段状選楷(j_)地形は、ほ

ぽ全体的に棚円形であ h、その外郭は長径三七

〇メートルに及び、内郭すなわち凹地部はやや

三角形をな した平担地で、底辺二〇〇 メートル、

高ざ一三〇メートルの規模をもつ遺跡であるこ

とが判明 した。そして此の階段は最高九メート

ルの帳をもち、高さも最高四メ ートルを測るも

のであり、 三方の丘陵匠おける階段の数は必す

しも同じでな く、 高さも不規則なも (I_)であ った。

△此の遺跡のもう一つの特色としては、士師質

士器を中心とする杯（士宛）と皿の破片が多塁に

出土することであり、その数は約一万四千片以

上にも及び、完形品は九十七個である。そして、

その大半が手づ くね製のものであるこ と心一つの

特色とされ よう。△ この点匹ついて金井典美「諏

訪信仰史」によると、 多量(/_)破片が出土する (/_)に lヽ

対し完形品が極めて少ないこ とは 「意図的に破撰

した U.)ではな匹かと述ぺている。即ち、 「土器わ

り」と称する風習があっ たという 話は、しばしば

聞かれる ところであり、こうし た行為によ り物(/.)

清浄、一回性を期した (}.)であろう。現に伊勢神宮

出雲大社にもこれに似た事が行なわれており、京

者囮申護寺で行なわれる「かわらけ投」と称する厄

除け祈願匹付随する 習わ しも此れと同じ意味をも

つも (/.)であろう。△昨年調査さ れた樋村遺跡から

は多数の住居址が検出され、 .:t(/_)ほ とんどが「 カ

マド」 を伴な っていた。 しかし、 中には意図的に

壊 したと思われるものもあり 、 ある意味では カマ

ド（ 火 ）化関する信仰的行為によるも(/.)で、前述

した 「土器わ り」、 「かわらけ投」と同じ意味を

含む~) (/_)である。推考されよう 。△又、現在神社

において六月、十二月に執り行たわれる大祓式に
けがれ

罪、椴を祓う祭詞として「大祓詞」があるが.. そ
ずがそもとかりたす幼ふりき

の祭詞文の中に f天ッ菅曾ヲ本井断チ末吠1切リテ
やりとりさ ふとのりとどと の
八針＝取辟キテ天ツ祝詞ノ太祝詞半ヲ宣レ」と あ

るが、此れはその時の神事に用いた小さな弓矢、

食11'鉾 白布等を折 りく だき 、或は引き裂くこと

を意味し、式の終了後に川紀流すわけであるが、

こうした事も、前述してきた習わ しと同じ意味を

もつ共通 した信仰的基盤か ら成り立っていると 思

えてならない(J.)である。
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もかかわらず、三人の目は一様に輝きを増して また、川越焼窯の再現等々、今回の旅は佐久の

V改た。佐久平では曖昧であった歴史時代士器編

年(!.)確立、それ妬伴う逍構の変遷過程の解明、

歴史を考える上で大きな一歩を踏みだしたもの

と信じている。 1 9 8 4 • 7 ; 9 

~~~ ~~ ~~~~ ~--,-~~~~-~~~ ~~~-・~ ~~ ~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~ ~ 

調査速報

鋳師屋遺跡群鋳師屋遺跡

小山岳夫

佐久市小田井に所在する追跡で、低湿地が樹

枝状に入り組んだ小台地上から、奈良～平安莞

代の住居址 4棟、竪穴状追楷6基、湾状遣構 2

基、士塩，ピット等 100余基が検出された。

逍物は、土師器 o須恵器・縄文士器・打製石

斧。 馬骨片等があり、須息器の占める割合が高

い。馬骨片は東南に位置する野火付逍跡でも多

量に検出されており、その有機的な関連性は造

跡の性格を考える上で、注目に値する。

野馬久保造跡
林 幸彦

本逮跡は、蛇塚B遠跡群の南西を占めている。

サンエス電気製作所工場新築に際して、緊急発

掘調査を 6月7日~12日の 6日問実施した。

検出された造栂は、平安峙代住居址2軒であ似

出土遺物は灰釉陶器・士師器•須恵器。鉄器が

ある。特に 2号住の杯の出士量には目を見張ら

せるものがあり、個体の知れるもので約70個

以上を数える。さらに、南北 1皿、東西2mあ

まりのペッド状造楷もこの時期としては特異で

ある。

大井城跡（黒岩城跡）
林 ・ 幸彦

録倉 。室町時代妬大井氏が居城とした平山城

で、石並城 c王城。黒岩城をあわせて大井城と

よばれている。今回、県史跡解除となったのは

黒岩城の南端である。 8月J:旬現在調査対象地

の表土を除去したとこるであるが、弥生時代～

録倉時代(j_)実に長い埒期匹わたった遺物が出士

しており、城妬関する選楷の他に住居址等も埋

蔵しているか(j_)ように思われる。

宮ノ反遺跡 花岡 弘

甫場整偏珀業に伴うふ前調査で~- - ..-8月1日現

在~7棟の住居址（ 古瑣時代後期後葉～平安時

代前葉）のほか、掘立柱建物址 3棟、溝 1基、

土砿 6差が検出されている。

造物には、土師器、須恵器、刀子、鉄製紡錘

車、釘、滑石製丸玉、土製丸玉などがあるc

鋳師屋迫跡群野火付造跡
堤隆

野火付造跡の調査は八月初旬をも って低ぽ完

了の予定ですが、約 1万乎米にわたる調査区か

らは，奈良時代の住居址7軒、平安の住居址8

軒の他、ひとつの区画を意味するような溝、井

戸址や、屯P近世にわたる小竪穴状造梢群、柱

穴群、i掘立柱や、 100をゆう妬越える士砿群が

発見されてい念す。また、平安時代と考えられ

る葬埋馬の土鉱墓 6基のほか、人骨を埋葬した

土拡墓（土葬及び火葬墓）数基も検出されまじto'
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「事務 局か らの お知らせ―l
〇矢出川造跡群保存にむけての公開例会のお知らせ

8月11日（土）の矢出川造跡保存対策特別小委員会で、矢出川逮跡群の重要性を地元の人

々に理解していただくため、南牧村で何か催し物を行なようと話し合われました。

そこで、佐久考古学会としてもこれに便乗して、公開例会的に努力を集中してとり組こと妬

なりました。時期としては、 1 0月下旬~1 1月初旬頃とはっきりしていませんが、内容の打

合せを 9月8日（士）第 3回例会を利用しても佐久市埋文資料室で行ないます。多数参加して、

素睛しい催しものとなるよう努力しまし ょう。

0 例 会に ついて

本年度の例会は、総会でも提案があったように「赤い士器を追う」を主テ士マに弥生時代の

基礎飴座を行な うことになりました。第 1回 7月 14日は、花岡会員による弥生前期、第 2回

8月11日は、小山会員による弥生中期の館座が行なわれました。第 5回 9月8日は、林会員

妬よる弥生後期、第 4回 10月 13日は、高村会負妬よる総括 (1)、第 8回昭和 60年2月

9日は、臼田会員による総括 (2}を行なう予定です。ぜひ誘い合って例会に参加しましょう。

0 佐 久 考 古通信 116..3 0までの合冊製本希望者の募集について

佐久考古通信は、昭和 50年 9月26日に版 1を発行以来、昭和59年 6月 5日発行で.116.30

妬なりました。これを一区切りに合冊し、 ・また、 11&.3 0までの目次及び著者名索引を作成し製

本することになりました。合冊製本を希望する人は出務局に申し込んで下さい。飼、その際、

自分で所有している通信を調ぺていただ含、不足の号を書含とめて半務局に提出して下さい。

,,....,,,...._,,,-__,,....__,,~,-.....,,,,.、_,,...._,.,,..,___,,..ヽヘ,~,,...,__,,....__,,,,..._,__...,,,,,,...._,,,.、...,..._,,--...,,,,,..._,,,..__., ~,._,,....,,,.....,. .-....,,..._,. ,..._,,,...__, 

後 記

夏はエネルギーを最大に使って活動する時期

それぞれの研究にとりくんでいることと思いま

すが、体には注意して頑張って下さい。本号か

ら網集を縦書きから横磨きに改めました。発刊

から 10年とな妃函信ぶしっかり根をはり始め

たよう厄思われます。これから冷みんなでます

ます大きな木匹育てましょう。 (H。T)

佐久考古通信 116.3 1号

発行所：佐久考古学会

長野県佐久市岩村田 1040-7 

木内捷方 (;=385}

TEL 0267-8-0617 

発行者：由井 茂也

綴集者し井出正義（縞集長） 高村福島

森泉小山堤
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旅行記 みち （I_)＜多賀城跡をたづねて一ー前編一一

昭和 59年 10月2日早朝 6時珍しく定刻に、

パスは一路多賀城市をめざして佐久市役所を出

発した。途中岩村田勢も加わり、由井会長以下

総勢23名となる。参考までに運転手さんは、

中沢泰明、小林安ーの両氏で、 420kmの旅定で

ある。秋たけなわの経井沢裔原も碓氷峠を越す

と木立は一変してまだまだ青々としている。上

州と佐久の気候の違いをまざまざとみせつけら

れる。九十九川と烏川の合流点あたりより北関

東乎野の広大さがいやでも眼前に広がり、沿道

のあちこちに巨大な前方後円瑣が姿を現しはじ

める。この高崎市から伊努崎•太田・足利市、

林幸彦

にかけては、人物•器材などの著名な埴輪が出士

した塚廻古墳群や天神山古坦などが所狭しと居並

んでいる。

さて、快走してきたパスも自然の要求を満たす

ため桐生にて小休止をする。佐野インク 1から東

北自動車道に入る。矢坂 I• Cを過ぎる頃には、

前、後部座席に備えた気付け薬もピンの底にわず

かとなり、皆の血色が良好となる。途中沿迫の古

代から中•近世に至る歩く歴史辞典の井出先生と

歩く地質辞典の白倉先生のど説明も那須s• pで

昼食をとるため一時休止。昼食後、安達太良山を

横目に泉 ICまで無事到浩する。
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発掘に参加して
,,..._, ,,..._, ,..._, 

森泉定勝

以前から考古学に興味を持ってはいましたが、

「下前田原の古墳発掘に参加して見ないか」と

勧められ、六+(1.)手習とは思いましたが参加さ

せて頂きました。

一日目には木を切ったり、草をメIJったりして

終りました。二日目から先輩の皆さんから色々

と教えて頂きました。一号古頃の石室内は盗掘

されていて遺物は余りなく羨道羨門も大分破壊

されていました。前庭部から土師器、須恵器の

破片が多叡出土しました。

二号頃の前庭部から奢形土器、高杯など検出

され、土師器片、須忘器なども多数出士しまし

た。羨道羨門もはっきり検出され、石室内は、

鉄平割石及び河原石が敷かれていました。その

上から切子玉、ガラス小玉 (280個位）が発見

され、また人骨 3体分位が検出されました。線

香をたき、与良先生と井上さんと三人で般若心

経を上げ回向しました。

それから上(1.)城遺跡、西—里塚遺跡と次々と

参加して、住居跡、その他の追構など検出し、

それらを掘下げて完掘した時の感檄・満足感は

何物にもかえられません。また、多勢の皆さん

との交流もで含ました。

しかし、悲しいことは、専門の学校も出てお

らず勉強も足らないので、自分で掘った避跡の

報告書を自分で曹く事が出米ない事です。けれ

ども自分は近跡を発掘する事で満足しています。

北西久保遺跡の

石造塔婆群についてJ 
井上行雄

北西久保石造塔婆群は、弥生吋代より古墳～平

安期までの大選跡の唯中に所在している。

いまさだか 証はならぬ五翰塔

遠き祖先の大きさぞ知れ

これは元佐久市教育長浅沼誓氏より賠られた短

歌である。同塔婆群は昭和41年 5月、果樹改植

中偶然発見された。まず、宮下真澄により調資さ

れた後、第二次調査は昭和44年 12月に佐久市

教育委員会によって行われた。調査担当者は詢大

倉田芳郎助教授、補助員には同大考古研の男・女

学生数名がなり、地元協力者 10名と伴に約十日

間に亘り詞査が行われた。五翰塔の前庭より、現

在の桃畑の南端に至るまでトレンチをいれ、地下

1米余掘り下げた結果、弥生の住居址や士坑墓等

が確認された他、塔婆群は養蚕小屋の中程ーまで(/..)'

びていることが明らかとなった。だが、残念至極

((Cも期日、予算等の関係上、調査は中断され、残

る数力所の追構は調脊未了のまま無残にも削乎さ

れてしまった。担当者は他村の詞査糸兼ねていた

らしく、現場へ来てもすぐに出かけ、夕方遅く帰

るという体たらくで、不在の日が多かった。

発掘終了後降雨あり。翌日、新村薫氏が来訪し

五輪塔前庭より II煕寧元宝 n等北宋銭四枚を表採

された。この塔婆群の被葬者や塔の造立年代が不

明なことは、浅沼氏の短歌によく表現ざれているc

4 9年 12 月に佐久市旧跡として指定され~ 現

在に至っている。
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封火付遺跡の一考察
尾台卓ー

糾代田町野火付遺跡の発掘調査に当り、団長

を始め調査員各位の一方ならざるお骨折匹より

多大なる成果を得て終了 しました事妬対し厚 く

御礼申しあげます。

封火付地帯は稚高台で小田井田國としては、

地味祖薄にして、水便悪しく水喧嘩(}.)絶えない
ックダ

所といわれ、すぐ南隣地(/_)(佃田）は凹地で地

味紅段子水系も整いー等田地と称されていた。こ

CD佃田の名称は各郷村にあったと思われるが、

現在御代田(/.Ji町田と桜井の佃田として地名が残

っている。佃田は荘園時代地頭が管理支配し年

貢を上納していた。

京都の大徳寺は八条院領(/.)年貢傲収を依頼さ

れ、佐久の地頭大井・伴野市妬佃田の年貢不納

をなじり納入の督促状が古文書に残されている。

段々佃田は地頭の領有化甚しく地頭(/_)自作地迄

に進展し、近くの郷村住民に使役を強制した杢

<I)と思われる。野火付もその一郷村ではなかっ

たか と思われる。

荘園時代一戸を一保と称し、一保は十人から

二十四、五人位迄ー保と称 し、一保が五十保集

って一郷と称した。

佐久は八郷あ った ので四百保、一保に二十人

として人口は八千人位となる酎算。

野火付と佃田の境匹御影道があり道型 もニメ

ートル位あり、六角形の石燈甑が立ってあった。

I東山道に関係がありはしないかと思われる。

歴史学習で思うこと

臼田武正

小学校 6年(/_)社会科では、日本の歴史について

学習することになっているが、檄会あって子ども

たち と学ぷ中から、いくつか示唆された点がある

(/.)で述べてみたい。

子どもたちは知的欲求の高まる発達段階という

こともあるが、歴史に対する典味関心には強いも

(f.)がある。特に原始古代関係では、身近に見学調

査できる造跡や実際に触れるこ と(/_)できる遺物な

ど具体的資料を通しての学習と火おこし、土器づ

くり、竪穴住居づくりなどの体験学習は実に意欲

的である。

ところが、こ(/_)ような子ど附たちを取り巻く学

習環境はまことに不備だ といわざるを得ない。子

どもたちCD住む地域(!Ctよ価値ある歴史半象が多々

あるにもかかわらず、それらの素材が教材化され

て学習展開された例はあまりにも少ない。たとえ

教材化を試みても資科が整備されていたかったり

教師の歴史認識の問題から素材を堀り起こせなか

ったりして、と匠か〈、地元の貴祖な歴史を~~ と

んど生かすことができない（.()である。このような

実状を考える と、 学校教育や社会教育の領域はも

ちろんのこと、考古学研究の立場においても広い

意味での教材化を見通した資料づくり（スライド

・ピデオ・解説轡： ・地図・年表など ）や各種実験

考古学教室の開催、遠物の効果的な展示公開など

が必要胚思われる。もっともっと考古学研究は教

育事業に力を注いでもいいのではないか。
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聖地御射山

佐々木宗昭

霧ケ峯の南腹、八ツ島湿原の畔VC狽射山とい

う地籍がある。この一部に平担な凹地部を三方

からとりかこむ丘陵面の地形がある。ここが「

御射山祭祀遺跡」がある。

△御射山とは諏訪大社下社（里官）の奥社（

山宮）の地名であり、古来より神聖祝された場

所であった。つまり中世VCあっては、この場所

において御射山祭と称する大神事が行たわれた。

△こ (/_)神事の本儀は、いけ（（こえ信仰に起因する

ものである。一つの霊が失なわれ去ること佼よ

り、より新たかな霊が宿り綸生まれるという考

え方があり、それが五穀の豊穣への深い祈りと

して春から秋にかけて冨里での収穫が取り終る

季節のふし目ふし目に斎行された。△此の御射

山追跡は、三方<0丘陵面VC階段状の遺構を樽築

している点が大苔な等色とされ、過去三回にわ

たる発掘調査の結果、階段状遺構(/_)地形は、ほ

ぼ全体的に椀円形であり、その外郭は長径三七

〇メートルに及び、内郭すなわち凹地部はやや

三角形をたした平担地で、底辺二00メートル、

高さ一三〇メートルの規模をもつ遺跡であるこ

とが判明した。そ して此<I)階段は最高九メート

ルの幅をもち、 混さも最高四 メートルを測るも

のであり、三方の丘陵における階段の数は必す

しも同じでなく、高さも不規則なものであった。

△此の選跡のもう一つの特色としては、士師質

士器を中心とする杯（士宛）と皿の破片が多量{IC

出土することであり、その数は約一万四千片以

上にも及び、完形品は九十七個である。そして、

その大半が手づくね梨のものであることじ一つの

特色とされよう。△こ CD点妬ついて金井典芙 「諏

訪信仰史」によると、多量の破片が出土するのに’’

対し完形品が極めて少ないことは「意図的に破票

した のではないかと述べている。即ち、 「土器わ

り」と称する風習があったという 話は、しばしば

聞かれるところであり、こうした行為により物(j_)

清浄、一回性を期したのであろう。現に伊努神宮

出雲大社にもこれに似た串が行なわれており、 京

者院申護寺で行なわれる「かわらけ投」と称する厄

除け祈願匹付随する習わしも此れと同じ意味をも

つも (}_)であろう。△昨年調査された樋村遺跡から

は多数の住居址が検出され、＊のほとんどが「カ

マド」を伴なっていた。しかし、中には意図的に

壊したと思われるも<}.)もあり、ある意味ではカマ

ド（火）に関する信仰的行為によるもので、前述

した「土器わり」、 「かわらけ投」と同じ意味を

含む()(/.)である。推考されよう。△又、現在神社

において六月、十二月妬執り行なわれる大祓式に
けがれ

罪、檄を祓う祭詞として「大祓詞」があるが亀そ

すがそもとかりたす元かりき
の祭詞文の中に f天ッ菅曾ヲ本井断チ末芍1切リテ
やりとりさ ふとのりとごとの
八針＝取辟キテ天ツ祝詞ノ太祝詞串ヲ宣レ」とあ

るが、此れはその時の神事妬用いた小さな弓矢、

紙鉾白布等を折りくだ含、或は引き裂くこと

を意味し、式の終了後に川尻流すわけであるが、

こうした串 も、前述してきた習わしと同じ意味を

もつ共通した信仰的基盤から成り立っていると思

えてならないのである。
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輝文人~~ ささやき

倉見匠

昭和55年0夏、望月町の又久保迪跡発掘調

査の作菜'tこ始めて参加し念した。福島さんや即

査餞の方い((')御指導、御教授を受けながら紺文

式土器や石器陀乎•安暁応ヒ師器噂闘器：など心

勉強を楽しく行なうことがで送咆した。さた、

町内外を関わず多くの方々と知勺釦這鯰た

ことも嬉しいことか一つてす。

今年は、佐久考古学会に入会させていただ．恥

新しい方、々とふれ合いをもつiことがで急えした。

さ •まざま な内容応取り組んでいるわけですがや＾

で送るだけ協力をし"'・・'1環 ．彰嘩から遅れ砂

様について行きたいと思ゾ3委す。

古代0浅斜付土合を想う，,J',9

l 

峯村今左太
t 

布施川が千甜川紀流入する附近を字名土合
I 

とV,,¥r,さす。とif..)畑地帯花は士器の破片が散
t 

在してい玄六又、古瑣が数基ありまして" l 

ー考古墳からは円頭把頭の刃、銀象嵌鐙等出 t

士してV直す。爪生坂祭祀追跡が発見され-cr. 

からは．、古東山追の爪生板越えが砒認されま!

して、土合が千雌川渡河地点だといわれ布す。i

私は小さい頃から畑仕事のため両親陀逹れ忍

られてこの土合紀来て、石器¥士器忙接して t

育ゲ［さ立した。 t,fl:)土合<D古匂文化を、・少 t

しでも解したい。とれが私c,_:i頴tへです。何と t

lぞ御指導疇砂穎いしてご挨拶とし・ますC・ t 

掛Jli 薔四郎

私は昨年6月広象月町春日lfD竹之城原遺跡

の発斑祝査に初めて参加し唸した。

割り当てられたダリ :;.':I9-を丁寧況掘下げてぃ

くうち妬、黒色土中より 叶炉i、)士器が出土し兌

私を巽宕さ笠唸した⇔それtぶ何：：：f--年も昔(£)_1',

心がここで生活をし、こ〇土器を飲用し -(•.Aた

明らかな証拠であり定すわ七こからは芍 繹文),,,,

の生活;<D匂いやざわめ君が伝わ~-;,て来ふぷうた

惑動を覚，ん生した。謳かた時0隔てはあっても~ •I 

疇（，巧知しが、身近た所で生活してす改たとわか

ると、たにやら縄文がら声が開えてくるよらな

不思諏た気持ち匠なりさし加

池心平遺跡 i 

発掘調査心搬報一|
池ぬ乎遠跡発掘調査団

8月2日から 9日まで八千穂祠応口第 2回池

乞呵平遺跡発掘がぶこなわれ屯した。調査には、

八ケ岳のぶいたちを しらぺでI這八ケ岳団体研

究ダループ｛信州大学理学部地質学教室）と中

南信 n東北信。北関東，，ひがし深京の野尻湖友

の会、そして地元八千穂村と心三者で調査団を

結成し、小学校以下(~約 18 iJ J心参加者があ

入団長には出浦深教育長があたりさした。

発据地点は,, 1 9 7 i年(0発掘地でもある境

芦 -:fr)
｛れ湯と咋年からの大区凄点で、出土資料総数 i

は3.533点でさ尖頭器 13 点~,;;t. クレイバー5点を含むも0の大半は煕躇竺三竺~:こj
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乙〉 巳タイア

石躍も約 13.00 0年前）から黒毛ヤ｛約箕咲氾

年罰｝玄で（ね 8層準にみとめられさした。

3) 2次にわたる飼査で出土した尖頭器は困

半両面加工で断面は三角形に近いぶぶ、fプむ両

面加工で断面は厚("加工が粗い、Bタイフ＼両

面加工で断面は凸 i勺 ズヽ形て加工が緻密唸 Cl1l 

、fプの 5夕 1プに分類で登、層箇的紀ふ→狂→

C GIJ変遷がみとめられ玄した。?:cような尖頭

器の形態変化が一造跡で愚位的にとらえられた

↓心弐訂後

本号氏日頃考えていることを多く 0会員か
！ Iら振響：していただ喜ました。一つ琴とに会

i • 員全負が参加をしn ぶ互9 に発展しあが学会づ

l くり、伸問づくりをしたいと思いさず。•一立笠

＜二> Cタイア

例は、． きわめて少なく霊要な成果だといぇ•生す。

心J 大反ア匹-20グリツ'!-°ではt 尖頸器以

外尻使用された剣片';;> .'!!;. クv/iバ・ー等が線のま

ゎも｝紀ちらばって出士し宦した。この出土状況

は、この地点が一時的な石器製作湯だっただけ

でなく、キヤンプ地等の生活の湯であったこ．と i 

を推定さゼ咬す。

＜参考二唸第 1回発規の報告轡が出版され玄した。

八千穏村教育委員会きで茶申込み下さい。

{ 5 5 D円送料含）

文責中村由克｛野尻瑚博吻館｝

7 
発行所:佐久考古学会

長野県佐久市岩村田 1040--1

木内披方じ忙 38 5 } 

□26 i 

発行者：由井 茂也

煽集者口丼出正義（綴集長） 高村叶鵡

！ 森泉。小山 s 堤

！ 
ゃ

か—·一二」
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旅行記 みち V..) < V..) 多賀城をたづねて一ー後緬一—
林幸彦

泉 ICから途中厄とんど迷いもせず(?)-.午後 ケールであった。ただ、土塁の復元方法にもう

2時 30分に東北歴史資料館に到着する。名裔 ーエ夫欲しいし、礎石をコンクリート漬けにす

い資料館にしては、やや小ぷりの感を受ける。 る(/_)はいただけないと感じた。

ホールで小山君の旧知の人「オンピン＝、オソ 午後 5時、宿舎に到着。夜は恒例により無礼

ピ；；二」の石川氏と対面する。資料館の概要は 郡となり、 「オンピンニ」の石川氏の独壇場と

宮城美人の学芸員に丁寧に説明して頂く（内心 なった。 2日目は運転手さんの好意により、朝

は時問を気妬しながら）。展示品は文字が記さ まだきの五大堂と 9C前半に創建された瑞厳寺

れたもの（木簡やうるし塗の和紙）が多くみら を散策でき、皆なの気がかりなお士産を朝の魚

れ、また、須恵器なども優品があり、さすが東 市場で確保できた。こうして楽しく、やや眠か

北の中心地である。多賀城に関係するもの以外 った、みちのく紀行から全員無事に 7峙佐久市

では、知識不足のせいも 多分にあるが、 東北地 役所着となった。・・・ ・・さらに、この研修旅行で

方でも立派な埴翰や土師器があるの陀は黛いた。 特記すべきは、 夜半というより、早朝まで「ワ

隣接して所在するかの有名な多賀坑碑を実見 ツハッハ、ヮッハッハ」と大貧民がくり返され、

し、いよいよ政庁跡へと歩を進める。政庁跡は 更に帰途の車中で()続いた ことである()

；すっこう小高い場所を占地し、やはり広大なス
--- 一ー ・,.. 
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I
が契板となって，日本で初めて細石器文化と い

Iうも、／）が確認された。そしてその面石器又化は、

全固的に研究者の関心を集め、新らしい研究心

灯となったことは言うまでもない。

そ(/.)矢出川の発見から間もなく、矢出川の細

石刃石核 とはまったく異質な舟底形石核と、特

徴的な彫器を保持する細石器文化の存在が明ら

かになった。新禍県荒屋の細石器文化である。

かってその荒屋の発見者である星野芳朗さんが、

荒屋の石器をかかえて私（由井）を訪ねてきて

くれた。私は、芹沢さん達から聞かされていた

石器を眼の前にして、矢出川の石器との相違点

などを星野さんと話し合ったりなどもした。

それからどれぐらい時を経たかは覚えていな

いが、矢出川を渡った南側（矢出川第四地お鹿

跡）で、暗青灰色のチャートのコアを発見した

（第 1図 1)また、夕立に洗われた矢出川第 I

地点遺跡の下り坂で乳白色のコアを発見した。

（第 1 固 2) と~)に、いわゆる半円錐形と言わ

れる矢出川の細石刃石核とは異なり、その特異

さが私の関心を呼び覚ました。

2 第 1図 1は、チャートの細石刃石核である。

部厚い剥片を横長に用い、そのボジテイウ‘・な 主

要剣離面を石核の打面として利用している (d)

石核の整形もこ vJd面か らQ剥離妬よ るものでv

,、相対する下抒からの母1間は箆かKE、空め られる侭す
. . .. . 

軸上の一躇 (b)においてなされており、 顕部

訊濫 も顕著で あふ打面は、ほぽ均等に傾く絢

等打面で、その片側縁には製整痕も認められる

が、これはフルーテイングに直接関連するもの

ではないと思われる。打面角は77"を測る。側

面及び下縁の一部には自然面が残る。

第 1図2は、珪質度0.:)低いチャートを用いた

もので、細石刃石核の原形と考えられる。その

素材となっているのは音闊屋い剣片で、ポジテイ

ヴな主要剥離而が e面にうかがえる。石核原形

の整形は、細石刃象IJ離の際の打面ともなると思

われる e面と、 e面に相対する f縁よりなされ

角錐状に仕上げられている。 e面は、前後左右

ほぽ均等に傾含、 b面で 80°~d面で 71°を測

る。なお、 b 面• d面ではすでに細石刃剥離が

行なわれ、現状は作業面再生のなされた状態で

あることも考えられる。

3 今回の 2例のように、部厚い剣片を素材と

しその主要剥離面を加撃面として舟底形の細石

刃石核掠形を生み出す技法としては、ホロカ技

法（安苺、 1979)があげられよう。当然、本

資料2例もこのホロカ技法の範蕗で理解できる

も(j_)と考えられる。

ところで・,このホロ カ技法に よって生み出さ

れろ朋右刃石核，！ては~ 北海道 0 衷北を中心とし
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て東日本に分布(/_)みられる覗加型石核（鶴丸 向にあり本資料1)同様であること、南巳り四船

1979) と、九州• 宮崎県船野洪跡等に代表さ

れる西日本を中心とした紛野型石核（橘 1975)

とがある。端的に言えば本 2例は、南まわり(/.)

船野型I;'.)系統上に位罹付けられるも(/.)である。

その理由としては、本州妬おける船野型石核は

しばしば肘岳・休場型石核（鈴木 197 1)を

伴なうこと（本資料心場合も矢出）Ii追跡に多箪

にみられる封岳・休場型羅石刃石核と共伴する

も心と解釈できる）、本州中央に苓ける船封型

石核は、そ1j_)石材としてチャートを多用する傾

野型石核は北回り心幌加型石核匹比べると入念

な詞椴による端幣な舟底形が作り出されず、本

資料も端謄なそれとはいえないことがあげられ

よう。

さて、矢出）ii逍凱群における細石刃石核 2例

は、こ v.)よう屈船封型として認識できるも (j_)で

ある。そしてそ(j.)存在は、神奈川県上草柳第 1

地点距跡;,, I司州下鶉闊長掘辿訓などととも VC、

本州における1恰封型石核の分布の南限にあたる
北

も(/_)として捉えられよう。

慧斜山北賛侭於ける縄文中期初頭(/_)様柑

弐科山北麓とは、北佐久郡(7)千曲）Ii西方全体

を指してもよいが、とりわけ、羹科火山によっ

て形成された雄大な裾野と、その間を流れる河

川によって発達した狭長な谷平野と、さらに御

牧原台地や八重掠台地もそ(/.)一角妬含めること

ができる。

昭和 50年度から、忍科山v)麓vJ望月町に於

て継続的に箆柑調査が実施され、特に縄文時代

早期から晩期初頭の一連の資料が把握されるに

至っている。そこで、良好な資料が増加しつつ

ある輝文中期初頭の九兵術尾根 I• II式及び格、

沢式土器について若干ふれてみたい。

九兵術尾根 I式士器は、後沖造跡第 7号住居

址出土資料に代表される。箕 2図 1は埋麿炉の

土器で、頸音ドから口球部UCかけて受口のキャリ

バー状を成し、口緑に併行して隆帯を貼り巡ら

すが無文である。 2・3は深鉢形士器の口縁部

福島邦男

で、踊場式の影堀を残す隆帯上の連続押引文や

三角連続刻文が施文されている。しかし、 4• 

5の頸下半には、半裁竹管による区画文により

Y字文的傾向が強くなり、縄文が多用されるな

ど九兵衛尾根式式の要素もみられる ti(/_)である

九兵衛尾根 I[ 式士器は、後沖追跡第 18号住

居址比士 (7~ 9)及び第 23号土鵡出土（・:6)

竹之城原漿跡第 23号土拡出土 (10)資料に

代表される。 6は口綬部が波状で外反し、巖畑

式の特徴を残し、九兵衛尾根 I~II式忙かか

るい(/.)である。 8は埋鷹炉 <I.)小型土器で、国改

は半円の連紡文で I式(/_)特徴を残すが、頸部尻

は Y字文が発達し、地文侭単節斜網を施文する

など II式の前半(0特徴を示すも 0 である。 10

は口緑侭突起が付いて外反し、地文に単節斜罷

文を施文した後、隆帯により三角区画文を描い

ている。そし少中妬、渦巻を基詞とする玉抱き三
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叉文が施文されている。 二段l'C及ぶ蓮華文と新崎式から系藷をも つ特有

格沢式土器は、後沖迫跡第 21号住居址出士 の区画文が特徴である。

(1 1・12)、第 78号土 出土 (14)を代表とす ここに紹介 した資料は、全倅心中の僅かなも

とする。 11は小型深鉢形土器で、口緑部に角 心であるが、千曲川水系では、断片的には各所

押文がみられる。 12は口稼が ラッパ状に外反 妬みられ るが、 原蕗構成による追棺か ら出土 し

し、人面様の突起が 4箇所に貼付されている。 古た資科はここvcしかない。 これらの椋相は、ネ

器面全体匠輪秩み整形痕が顕著である。 14は 科山西南麓及び八ケ岳南麓地域 と直接的なつな

大人一人が入る程の極めて大型の土器で、口緑 がりを示すも心であり、全 く同様の文化が本地

直下と 胴部に文様帯をも っており 、胴部下半vc: に定着 したとみて よい。なお言うなら、東科山

輪積み整形痕がみ られる。 13は北陸系の上山 を越えた地域であっても、同一心又化圏 として

田第m様式に比定され、 21住 11・12と共 把握して もよいと思われる。

伴関係をも って出土したも のである。口緑部の

:xxxxxxxxx:xxxxxxxxxx江 .v...ivJ〇⇔QCXXXXXXXXJOcrX文xxzxxxx

縄 文 土 器 を 作 る
T文文~~n匹m{XX}tx x)(x x,IT,<~x, r. ; XI</<. /<ls 

近年、高校(,'.)文化班(j_)活動は文化祭中心であ

り、またそれが終ってしまうと、活動は匠 とん

どしないのが実情です。それは社会班でも同じ

こと がいえ、班に対する班員の意気込みや、 関

心が、次第に薄れてい く一方であ り、今年で2

年目 の班長を務め る自分としては、今年は例年

とは違った、 班負一人一人が興味をもってやっ

ていけるよ うな、活動を していかな ければなら

ないと考えていました。

.7c<Dような峙、ふと思いついた().)が、 「縄文

式土器でも作ってみるか」 という安易な考えで

した。 しかしこれは、充分に楽 しめて、しか 附

士器の名称や用途、梅造などが自然妬理解でき、

これまであ茂り 名古学に関心を1)っていなかっ

た班員 も、これはおも しろそうだと、新めて関

岩村田高校社会班 小山栄次

もってく れる (j_)ではないか と考えるよう妬だり、

夏休みの発据と併行して、土器の要i作を行なっ

ていくこと化しました。

まず粘土の選択。ど うせ作る のな らば、天然

の粘土を使いたいと考え、佐久市前山 より粘土

を採取してき ました。 しかし、これには不純物

が多 く含まれているのと、粘り がないためす ぐ

↓"（ひび割れが生 じてし まう u.)で、仕方な く市販

されている粘土を使うことにしました。

土器の作 り方は、さず士台となる底部を、形

がくずれないよ う妬 しっかり 作っておき、その

上に粘土の輪 を、いくつか重ねて継ぎ合わせ、

大1本の形を造り、そこから時間をかけて整形 し

てい き、最後妬縄などで模様をつけ仕上げる。

と主 あ実除は文章で表現する程、うまくいくは
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ずがなく、最初は火焔土器を作るりと思ってい

ーましたが、すぐこわれてしまい、闘文人は本当

/fC告；用だったんたなあと感じました。

なんとか土器は出米上がり、それを 3週閾程

日影干しをした（灸、いよいよ焼成、早朝から昼

式で、土器を焼く ための噂をっくり、まず試険的

に土器を数個入れてみる。するとたちまち土器

は破熱してしまいました。これは急に高温(J.)と

こる代入れてしまったためだと わかり、気を取

り直し今度は、温度が約 2o o・oになったとこ

ろで、土器を入れると前(/.)ように破裂しなかっ

かったので、この調子で翌日D朝注で焼くこと

にした。

翌日さっそく取り出してみ ると、だいたい 4

割ちかく割れたり、ひびが入っ たも(/.)(}.)、なん

とか焼き上げることができて、 f;tっとした。

粘土の採取から、土器の焼成まで失敗0連続

でしたが、それによ って古代0人々心知患．や、

芸術的な才能を知ることができました。

今後(/_)課題は

0天然().)枯土を使って作る。

0土器が割れ(ICくいよう化、砂や単など(/.J椒

維質心も G0を混ぜてみる。

0完成 した土器で、いろい るな実験をやって

みる。

という事です。

［ 野 辺 山 (/_) 鉄 鱈／

私の住む矢出原の地名は、徳川初期ここに三

軒茶屋が出来た時、すでにこの地名が使われて

おり、記録 としては、天文十一年村上義清の連

合軍と武田信玄が平沢に於て戦ったと記されて

いる。激戦(/_)跡と思われ鉄鏃が沢山落ちていた

(/_)が．この名(/_)由来と思い夜す。

ここで発見されて、現在収録されている鉄鏃

は、 99、刀 6、古銭70、不明 6であります。

鉄鍍の最大の もG,:)は、厄 又で巾 14cm._厄さ

5 0 gあり、尖頭形 54、厄又 40で地域は海

ノロ の市場から平沢峠にまで及んでい古すが、

何とい って も私の住居の付近に集中 しています。

土屋 忠芳

恐 らく 、丸山或は平択峠が最も激戦地であ っ

たと思われ杢す。

若 し、最初から考古学の採集(}.)稀に注意深く

凡て記録 して採集されたなら、当時の戦場の模

様をいささか知る半が出来、また現在妬数倍す

る資料が造されたでありましょう。

野辺山の鉄跛は、 矢出） 廿造跡と共~て多くを語

る非常に興味深いも rj.)であります。

以上の鉄躁は、 保存処埋を施 した後、 学校、

偲人宅等|で保管されています。採集場所、所蔵

者、資料0.J実祖lj図、写真等の詳細は、雑誌『佐

久』 46号、昭和 56年6月に記載 してあります

ごー読下さい。

今後、資料紹介特集は年 1度発行したいと考えています。
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事務局から v__) お 知ら せ
,,..._, ,...._, ,...._, ,...._, ,,_,,,..._,, ,,..._, ,,..._,,,_,,,..._, ,,..._, 

0 佐久乎(/)原始 ・古代学院係の文献情報を苓寄せ下さい。

昭和 59年に佐久考古学会員が執筆した報告書 ・雑誌等(/)文献、及び会員以外でも 佐久平につ

いて取扱った文献を御存知の方は、 半務局までお知らせ下さい。 「佐久平古代史 文献解題」

（仮称 ）を作成 したいと考えています。

0 例会について ＜次回は、 4月13日（ 土 ）に小山会員に よる 「i』文(/.)施文実習」,J_)予定です＞

弥生時代心基礎飴座は、第 3回59年 9月8日匹林会員による弥生後期、第 4回 10月 13日

夜嵩村公負匹 よる総括(1)「赤色塗彩土器文化圏(/_)提唱」ヽ 第 5回昭和 6。年 5月，日妬臼田会

負匠•よる総括 (2) 「士器嗚年(/_)再検討 」 が行われ、 熱(/_) こもった吋論が交されました。また、 59

年 10月2日には、林会負の紀行妬 もある よう 匠多賀城への研修旅行、 6 0年 1月13日Kは臨

時総会及び祈年芸が佐久ホテル陀て開催され、会費値上げと会則変更について話 し合れました。

0 佐久考古通信Jfoー: 1 ~瓜 30合冊製本吐噂乾について

佐久考古学会発足 15周年記念 として行われている佐久考古通信(/)合冊製本半業は、 3月9日

(/_)例公紀おいて作業をほぽ完了 し、 4月心刊行を待つばかり となりさした。例会の祓は、 坪文資

料室 2階匠て、配念パーテイ が催され、 1 5年間の想い出話 し爬花を咲かせました。

0 新入会員

宮下健司、 掛川祐司、三石宗一、 佐々木春蔵、 吉沢袈裟衛、岩井福太、浅沼 馨氏(/_)7名が

5 9年度vc入会され主 した。 今後とも大きな輪をつ くっていき ましょう。

〇 通信J/6.3 2号の訂正 5ページ後段下か ら6行目「小学生以下の」 ―>「小学生以上の」

米米米米米米米 米 来米 米米米米米 米米米米米米 米 米 米米米 米米 米 米米米 米米 米米~ 米米米米米＊米米

後 記＿
本号は、 日頃の研究成果を発表 して頂こう

と「資料紹介特集」を企画しました。それぞ

れ匹力作揃いですが、特匹 2年間に渡っ て岩

高社会班(/.)班長を務め、地道な研究活動を続

けた小山栄二君の 「縄文土器を作る」妬は拍

手を送り たいと 思い主す。

ピカピ カの新しい季節が近づいています。

本年度 も皆で頑張 りましょう。 (T• K ) 

佐久考古通信版 33号

発在所：佐久考古学会

長野県佐久市岩村田 1040~7

木附捷方 (T385)

TEL 0267 68 0617 

究行者 ：由井茂也

編菜者 ：井出正義 （編梨長） 高村福鳥

森泉 小山堤
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1)  

/Vo. 3 4 号

l985, 5, 20 

佐 久 考 古 学公

詔和 60年虔1左久考 古 学会 総 会 次第

1. 開会 のこと ば

2. 会長あ いさつ

3、 日 程説明

4. 議長選 出

5. 議 事

第 1号認案 昭和 59年度佐久考古学会会務・決箕 ・会酎監査報告及び承認の件

第 2号話案 昭和60年度佐久考古学会半業計画承認の件

1) 一般事業計画

2) 特別企画 「佐久考古学会 15周年記念祝典」計画

3) 佐久考古学会ジン ボルマーク募集の件

第 3号話案 昭和6O年度佐久考古学会将別会貿について

第 4号議案 昭和 60年度佐久考古学会会計予箆承認の件

1) 一般会計

2) 佐久考古学公 15周年記念祝典特別会計

6. そ の他

日時 昭和 60年 5月26日（日）午後 2時～

場所佐久 市役所 8階大会話室

米訥演会 「野火付遺跡の歴史唸代([)様相」 席師堤 隆 （御代田町教委職員 ）

※ 諮演会終了後、佐久市役所食堂妬て懇親会 （公質 1.500円）を計画 してい ます。 お車

での御参加は御遠慮下さい。



2)  

昭和 59年 度 佐久 考 古 学会会務報 告

1 会務の経緯

昭和 59年 (1984)

6月 9日＜総会＞浅間会館匠 て昭和 59年度

総会を開催 し、 役負ゃ改選を行 う。

＜謬演会＞総会の後、岡谷市敷育委，

員会高林璽水詔師((Cよる「橋原追

跡の調査報告一弥生式士器を中心

として一」と題する諮演を行う。

＜懇親会＞割演会の後、佐久ホテル

妬て親交を深める。

6月30日＜半務局幹串会＞埋文資料室にて幹

事の役割 りを中心に話し合う。

7月14日＜例会＞埋文資科室にて花岡会負に

よる弥生基礎罪座第 1回 「弥生前

期(/_)土器{ICついて」 を行う。

8月11日＜例会＞埋文資料室にて小山岳夫会

負（疋弥生基礎話座第 2回 「弥生中

期の土器匹ついて」を行なう。

＜保存運動＞尚、矢出川遺励r~保存

対策小委員会もあわせて行う。

8月 15日＜通信＞「佐久考古通信庇31」を発

行する。

9月 8日＜役負会＞埋文資料室にて、 研修旅

行と佐久考古通信11G.30まで の合

冊製本事業を中心に話 し合う。

＜例会＞役負会匹引き続いて林会員

による弥生基礎諮座第 3回 「弥生

後期(j_)土器について」 を行 う。

9月 12日＜保存運動＞黒岩氏宅((Cて、 矢出川

迅跡群保存対策小委負会を行う。

9月13日＜編梨会議＞井出籍集長宅にぐ、 佐

久考古通信ffo.32U.>揖梨公認を行う(

9月18 B 川上村教育委負会にて三択地区埋

蔵文化財の件侭ついて話 し合う。

1 0月2日 「みち心 く多賀城を

＜研修旅行＞ 訪ねて」の研修旅

1 0月3日 行を行う。

1 0月6日＜保存連励＞文化庁調査技官の矢出

川追跡群視察匠備え、資料媒心作

成作業を行 う。

1 0月11日 文化庁調査技官が矢出

＜保存運励＞川追跡租を祝察する。

1 0月12日

1 0月13B<例会＞埋又資科室匠て高村会員胚

よる弥生払礎諮座第 4回「赤色塗

彩土器をめぐ り」 を行 う。

1 0月22日 川上村教育委負会匠て、三沢逍跡

関係妬ついて県文化課指導主事小

林 平氏を交 じえて話 し合 う。

1 0月27日 野辺山社会体育館妬て展示会の準

備を行う。

1 0月28B<展示会＞ 「野辺山の自然と逍跡を

知ろう 」展及び 「野辺山裔原の自

然と磁跡を考える集い」を行う。

1 1月12日 佐久考古学会会負名簿を作成する(

会負数47名 と1団体。
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1 1月198<半務局幹事会＞佐久考古学会 15 1月 14日 川上村三沢逍跡群確認調査の結団

周年記念串業である通信庇 1~30 式及び調査のため川上村教委妬行

1 1月24日

合冊製本v.)関係を話し合う。

戸倉町観光会館妬て三県シ

＜例会＞ンポジウムが開かれ、当会

としては 11月例会と して

1 1月25日 取 り組む。

1 2月1日＜通信＞「佐久考古通信.!16.3 2」を

発行する。

1 2月15庄芍没員会＞埋又資料室にて佐久考古

学会 15周年記念串業 （佐久考古

通信AG.1~30合冊）の件と川上

村三沢地区レジャーランド開発に

伴う埋蔵文化財の調査についてを

中心に話 し合い、臨貼総会の日程

を決定する。

＜忘年会＞役良会の後、佐久市丸万

食堂lにて忘年公を行う。

1 2月20日川上村教育委負会vcて三沢地区埋

蔵文化財0.)件((Cつき話し合 う。

厨孫D 60 ~t:: ( 1 985 ) 

1月5日 埋文夜料室にて、川上村三沢避跡

群確認詢査について心打ち合せを

行う。

1月 10日＜編媒会訊＞井出糾熊長宅匠て佐久

考古述信J柘33の粕集会議を行う。

1月 13日＜総会＞佐久ホテ）レにて会贄 2000円

から 3.000円に値上げの件、会則改

正(/_)件を中心に臨時総会を行う。

＜新年会＞総会の後、会蝙択て新年

会を行う。

ったが、 開発業者の都合匹 より中

1月 15日 止となる。

2月 9日＜役貝会＞埋又資料室匹て佐久市埋

蔵文化財保設行政0強化に関する

請製及び陳I青の件を中心に話 し合

ー

う。

2月 23日 茅野市臼田会炭宅にて佐久考古学

会 15周年記念事業ー通信116.1 ~ 

30合冊ーのための印刷及び とじ

2月24日 こみ作業を行う。

3月 9日＜例会＞埋文資科室vcて、 1 5周年

記念亭業の通信J低1~30合冊作

業を行い、製本屋に引き渡すだけ

となる。また佐久市埋蔵文化財保

設行政の強化に感する請顔及び陳

情~:)結果について報告があり、そ

〇ことを中心に詰し合う。最後に

臼田会貝胚よる弥生基礎諮座第 5

回「赤い土器を追おうの総括口」

を行う。

＜懇親会＞例会の後、そ（D場にて懇

親会を行い、親交を深める。

4月13日＜例会＞埋文資料室にて、佐久埋蔵

又化財調査センクー設立について

の報告等があり、その後、小山会

負妬よる 「緑又の施文方法につい

て」 の学習会を行う。

＜懇親会＞例会の後、その場にて懇

親会を行い栽交を深める。



4)  

4月22日＜役負会＞埋文 査`料室匠て、 昭和幻

年度佐久考古学会総会(/.)日程等を

2 会 務 別事業数

(1藍会・・・・・・2、{2)役員会・・・・・・ 4'it3)例会・・・・・・ 7

(4樋 信・・・・・・3(110:31~33)、'(5)研修旅行・・・・・・ 1

（みち心<(}.)多賀城を訪ねて）、 (6)諮演会・・・1

の保存連紐.....4 (矢出川選跡群関係 ）、 (8)展

決定し、 川上村三沢遺跡群確認調

査の件も話し合う。

示会......1 (野辺山裔椋の自然と逍跡を知ろう

(9)事務局幹半会及び紬槃会議·· ·• •. • 6 、 (1 0)懇

親会 （ 忘• 新年会も含む ）...... 6、(11)特別

企画・ー....1 (佐久考古学会 15周年記念半業一

佐久考古龍信J1G.1 ~ 3 0合冊ー）

詔和 60年度佐久考古学 会 事業計画（ 案 ）

1. 事業別計画 （予定）

項 目 B 峙 場 所 内 合六 回数

総 云A 5月26日（日） 佐久市役所 昭和 60年度総会 1 

毎午後月第 2土曜日 I佐久埋文センター 「赤い土器を追おう 」の編集会譲を主匠
2時か ら

6月 8日出 l ” 
7月13日出 ” 
8月 ” お盆(/_)ため計画な し

9月 ” 研修旅行にふ りかえ

I 1 0月 II 特典別vc企画 「佐久考古学会 15周年記念祝
例 会 ふ りかえ

1 1月 9日出 ” 
1 2月 14日fr:) ，， 忘年会もあわせて

s 6 1年

1月25日出 II 新年会 もあわせて

2月 8日出 “ 
3月 8日出 1 ” 
4月12日出 fl 

5月 ff 総会準備0ため計画なし

役員会 I随 時

5月20日 J1G. 3 4 

通 信 6月30日 lf6. 3 5 I 4 
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通 信 1 1月 1日 lf6. 3 6 

2月 1日 .IT6. 3 7 

9月22日（日 芝山埴輪館
研條旅行 i 千葉方 面 1 

9月23日(J=} 佐倉市国立歴史民俗博物館

諮演会 5月26日(8) 佐久市役所 「封火付逍跡U凶歴史埒代の様相」 1 

保存運動 随 峙 矢出川辿跡群((C閑して
← 

会 議 随 吋 事務局幹導会・編集会話等

特別企画 ・1 0月 12日出 佐久考古学会 15周年記念祝典 1 

研究報告 佐久考古学 会研 究報告書 第 1集 (j_)発刊準伽

2. 年月日順事業予定

5月 15日（水） 佐久考古通信116.3 4の発行

5月 26日（土） 佐久市役所にて総会 ・諮演会

6月 8日（土） 佐久埋文センクーVCて例 会

6月30日 （日） 佐久考古通信Jf6.35の発行

7月 13日（土） 佐久埋文セ ンクーにて例会

9月22日（日）

i 祝千日葉方面へ研修旅行
9月23日（月 ）

1 0月12日（ 土 ） 特別企画 「佐久考古学会 15周年言し念祝典」

1 1月 1日（ 金 ） 佐久考古通伊妬136の発行

1 1月 9日（土 ） 佐久埋文センター匹て例会

1 2月 14日（土 ） ” ・後忘年会

昭和 6 1年 (19 8 6) 

1月25日（土） 例会及び新年会

2月 1日（ 土 ） 佐久考古通信庇37の発行

2月 8日（ 土 ） 佐久埋文センクーtrCて例会

5月 8日（土） ” 
4月 12日（土） II 

※ 例会は、変更の時(/_)みハガキ匹て連絡 します。



(6)  

特別企画「佐久考古学会 15周年記念祝典」計画（案）
,,...._, ,,...._, ,..._, ,,...._,,..._,,,...._, ,,...._, ,..._, ,,...._, ,,...._,,,...._,,,..._,,,..._,,..._,,..,_,~,,__,,,...._,,,..._,.,.._,,,..._,,,...._,~,,...._,,,.._, ,-...,, ,,...._, 

日峙 昭和 60年 10月12日出午後 2時～

場所佐久市役所

1 名称「佐久<D古代を語るつどい」

2 半業企画

第一部祝典

〇これまで(1.)歩み、 0シンポルマ

ーク !.tJ発表等

第二部 記念語演会 （詰師 2人を予定）

第三部宴会

3 実行委員会

委員長 由井茂也

委負木内捷、井出正義、臼田武正

林幸彦、福島邦男、高村博又

島田患子、花岡 弘、小山岳夫

堤 隆、三石宗一、森泉かよ子

4 会場

第一 • 第二部 佐久市役所 8階大会話室

第三部 II 食堂

佐久考古学会シンボルマーク (I_)募巣について（案）

1. 目的 佐久考古学会が 15周年を迎え学

会にふざわ しいジンボルマーク を

作り、学会(i.)象徴として通信・会

誌等の刊行物に使用するため。

2. 募梨期間 6月30~8月15日（予定）

3. 賞金 1万円

4. 選考委負会 役負会をも ってする。

5. 募集方法 佐久考古通信Afi.35により会

負 より 募集する。

「昭和 60年度特別会費紀ついて（案）一

本年度尻限り、特別企画 「佐久考古学公 15周年記念祝典」の事業費へ補助するため、本来();)会

費3.0 0 0円に 'I.ODO円加鈴 し、 4.0 0 0円とする。
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昭和 59 年 度会計決算報告

収 入の部 単位円

項 目 本年度予昇額 本年1文決昇額 比 較 説 明

1 繰越金 1)緑越金 3 4. 2 9 7 3 4. 2 9 7 

゜2 A 云 費 1)会 費 6 0.0 0 0 1 3 4. 0 0 0 7 4. 0 0 0 46人他滞納分

3 委 託 料 1)委託料

゜ ゜ ゜4 会報売上金 1)芸報売上金

゜ ゜ ゜1)補 助金

゜ ゜ ゜5 寄付金

2)寄付金

゜ ゜ ゜6 雑 入 1)雑 入 5.7 0 3 9 6 D △ 4. 7 4 3 

,L,,. ロ 計 1 0 0. 0 0 0 1 6 9. 2 5 7 6 9. 2 5 7 

支出(/_)部

1 本年度予算額 1本年1知決勾額 1

~ ー ・

項 目 比 較 説 明

1 報 酬 1)謝 礼 2 0. 0 0 0 1 0. D D 0 △ 1 0. 0 0 0 諮師謝礼

1)印刷 費 2 D. 0 0 0 3 2 7 7 0 1 2. 7 7 0 通信 3回他

2 需要費 2)消耗品費 5.0 0 0 5.1 4 0 1 4 0 ノート他

3)食料炊 1 0. 0 0 0 3 5.8 3 0 2 5.8 3 0 会誤賄栽

3 役務費 1)通信炊 2 0. 0 0 0 2 1. 1 8 0 1. 1 8 0 郵送科他

4 事 務局 費 1)半務局費 1 5. 0 0 0 1 1. 3 3 1 △ 3. 6 6 9 例会茶菓子他

5 炭弔仮 1)慶 弔飲 1 0. 0 0 0 7. 9 3 0 △ 2 0 7 0 お見舞，電報

6 予備費 1)予備岱

゜ ゜ ゜7 繰越金 1)繰越金

゜
4 5.0 7 6 4 5.0 7 6 

合 計 1 0 0. 0 0 0 1 6 9. 2 5 7 6 9. 2 5 7 

I 
以上の通り相違ないことを認めま す 会計監査 井上行雄吋≫ 由井 明⑮
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附和 60 年度会計予算（案）

収 入〇部 単 位円

項 目 本年度予算額 前年度予算額 比 較 説 明

1 繰越金 1) 繰越 金 4 5. 0 7 6 3 4. 2 9 7 1 0. 7 7 9 

5V¥ X 3.00 0 
2 会 以が比 1) 会 戯 2 0 6. 5 0 0 6 0. 0 0 0 1 4 6. 5 0 0 1団体 1.00 0 

52人X1 00 0 

3 書籍売上金 1) 害籍売上金 2 5.0 0 0 

゜
2 5. 0 0 0 

4 雑 入 1) 雑 入 3. 4'2 4 5.7 0 3 △ 2 2 7 9 

ム仁 計 2 8 0. O O 0 1 0 0. 0 0 0 1 8 0. 0 0 0 

支出の部

項 目 本年度予算額 前年度予算額 比 較 説 明

1 報 酬 ）謝礼 5.0 0 0 2 0. 0 0 0 △ 1 5. 0 0 0 諧師詢礼

4 0. 0 0 0 2 0. 0 0 0 2 0. 0 0 0 通信 4回他

2 需要費 ）消耗品荻 2 0. 0 0 0 5.0 0 0 1 5. 0 0 0 印鑑、封簡他

）食料殺 4 0. 0 0 Q 1 0. 0 0 0 1 D. 0 0 0 会議賄他

5 迪信 費 1)通信 費 3 0. 0 0 0 2 0. 0 0 0 1 0.0 0 0 郵送料他

4 半務局立 1)事務 局費 2 5.0 0 O 1 5. 0 0 0 5.0 0 0 秒給諸雑仮他

5 慶弔戯 1)慶 弔 投 1 D. D O 0 1 0.0 0 0 

゜6 躾 出 金 1)繰 出 金 1 1 0. 0 0 0 

゜
1 1 0. 0 0 0 15周年へ

7 繰越金 1)繰越金

゜ ゜ ゜
ムロ 計 2 8 0. 0 0 0 1 0 0. 0 0 0 1 8 0. 0 0 0 
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佐久考古学会 l5周年記念祝典特別会計（案）

1 収 入

項 目 予 算 説 明

1. 会 貨 250.000 2.5 0 0円X1 0 0人=2 5 0. 0 0 0 

2. 繰入金 102.000 佐久考古学会 60年以会言十 より 緑出金

3. 雑 入 1 4 8.0 0 0 200円X5 0 0 = 1 Q 0. 0 0 0 (絵ハガキ） その他

合 計 500.000 

2 支 出

項 目 予 算 説 明

1 報 酬 100.0 0 0 記念講演請師謝礼

2 貸 金 1 0. 0 0 0 ツンボルマーク買金

3 1) 印刷 費 1 0. 0 0 0 案内状印刷代等

儒
2) 消粍品 費 封筒他1 0.0 0 0 

要

伐 3)食科 費 2 2 0. 0 0 O 宴会費 2000円x100人:==200.0 0 0 その他 20.00 0 

4 通信費 6 0. 0 0 0 案内状他 60円x500人:==30.0 0 0 電話他
40円xsoo人,=20.00 0 

5 記念品 貨 8 0.0 0 0 記念絵ハガキ 40円X4枚xsoo部=80.00a 

6 予 備 戯 1 0.0 0 0 

A 仁 言i 5 0 0. 0 0 0 



{ 1 0)  

佐久考古通信 116.3 4号
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昭和 5 9年度発掘調査年報。昭和 6 0年度発掘調査速報特袋
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雨堤遺跡

螂和 60年度発掘調査速報

青銅の釧が出土した上直路造跡

北西久保遺跡第二次調査

川上村三沢遺跡
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0 年度総会報告

臼 田 武 正

昭兌60年度佐久考古学会総会は、 5月2.6

日（日）午後．佐久市役所で開記され如自宅

療養中の由井会長匠代つて、黒岩副会長のあい

さつの後、 麟に臼田武正を選出い話事を進

行、第l号諏案では、 事務局より 59年度会務

•会計報告、由井明監査員からば監酌報告があ

り、異議なく承認され怠

事業謡画侭隣する第2号譲案は、例会、 1左久

考古通信の発行咋漏跡召予矢出川選訪の保存

迎動等の→股事業託画とともに、特別企画とし

て佐久考古学会15局哨記念祝典の計画が提案

され、審議の中で、記含品につハては佐久の原
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始古代を象徴する出土品の絵はが告を発行する

こと＼さらに学会のシンボルマークについては、

会員以外にも広く一般から募集することが暉怒

され例年になく中身の濃い60年度事業計画

が力：認された。

紡いて第 3号議紀ば、特別征画の事業費へ補

1 5周年という記念すぺぎ今年度の学会活動が

順調に運営されるためには、会員ひとりひとり

の自覚の上に立つた協力体制づくりが今こそ必

要であり、目指されなければならないというこ

とである。

疇終了後の講演会では．御代田町教麟員

助するため今年度に限つて会費3!)00円を4,)00 会の堤降氏を講師に「野火付選跡の歴史時代の

円匠したい旨の説明があり、 賛成を得丸3

予算て関する第4号謡森は、一船会計と記念

祝典特Jj底計の予算案が提示され万場一致で

承認され迄

総会を通して思うととは、佐久考古学会創立

椋相と題して、発掘調査の成果から考察される

ことをスライドを使って具限的に説明していた

だいた。調査は今年度も継続されることになつ

ており、古代御枚との関連も含めて、遡切の性

格はより一層鮮明になるものと期待される。

大井城（黒岩城）址の調査

大は佐久市岩村田に所在い湯川の左

岸、標高710訥外の切り立つた台地土に占地

している。昭和59年変の4集落地区対策事業

図際しも県没跡指定が咽陣除されることにな

り、昭和59年 5月～昭和60年 1月の長頚間

にわたつて覧急調査が実施され心

大血滋倉～室町時代に存続したと文献

小山岳夫

水田址

中～近世 竪穴状遺構 54基

士班 288基

溝 2差

中世と考えられる遺構では特に竪穴状遺構が

注目される。台地上に広く分布して森り、平面

形態ば、方形か長方形を呈している。規模は一

はEされており、北から石並城王城、黒岩城 辺 1.5m内外の小型のものから一辺4mを超え

の三城からなっていら今回は、黒岩城の南端 るガ且のものまで様々であるが確認面からD

部約3580m亙台地下の水田が調査された検 壁蒻17かぷ芹を測る伽眩多く、，一様囮深い品一

出された遣構は以下のとおYである。

邸生時代 土t広 1基

古墳時代後期 住居址 15軒

時期不明 掘立柱聾切址 3棟

.,.

... 
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～
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との造柘が遅核址であるととが想送できる。 た時期re瑚築されたものと考えら入券寺の集

遼 t窄め士鍋丑蹟切迎砂わ筏｝｝

為翰麟麟為器の粧か銭~ 宵翁瞑品

［葬込茶臼碑玲が幻紅出土しており、陶

寧攣箪諏広今祖で不声であ念

幽淑出霰かわ切慎唸朗らかにで遣

ると思わたら

土鵬ミ蹟鐙湛幽され、終辮・蛇吃形を呈．し

如ら饂に~ベ紅．不明な点が多い汎・達

喩縫と考え磁るも0もあ＆疇を呈する土

蓋迄墓極的た蜘嘩〈亀配石・されたもも＄

［みられふ出士諧蛎は竪穴状；遺構と筏ぼ同様で

落溌成を考える上でt噂好燥料である。出土逮物

も登富で:特索H2号住居祉｛焼失住居址｝か

狐遵醗嘩1齊夏暉臨嘩

等多葺の完宿成セットが出：としているり

最露竪穴状達が住烙況ついてふれて含き

たい中世の竪穴状遠癖本束日本各地0城跡

1 舘跡に関る選跡す数多く：叫出土例をみて~~

がしそも性採湛つい-.::ーは．、住諮3い地下倉庫ャ

瑯:訟唸＊に分かれており、明確な位證付

けはなされてい衣い。謁査面では今後t:.v;,問題

を鄭核址の分野から詳細囮鑓寸し究明したい

畠品公人・遠麟肱料細される例も多｛みられ と考えていみ。それ力巧明の点の多い大井城址

ビーほとんど疇しないだろう入

の城慈樅造を明らかにする函者となるな令プでは

戸 坂遺跡の第 2次調査

飽ぽ戯瞑所在すふ茂鴎跡｛公叡→

号怠古夏奈良R乎安の御詔いたがみ志

賛約稔炉北遠汰術双漣跡として古くから知ら

lれて急心響り蜘ゆ量鱈訊

検出長396:瓜溝巾 lバ-・27釦K探さはいB

多誠〇翁蓄土器力砥tl:したことは記憶四新しい在 内外を測入諧び即甜裟註心むねV字状を呈

今 詞 査 在 れたg_）は恋叙挙ヤでは南西港に している。衣た、局語の肉梱からは士~ll 1 
I 
あたる噸高71細内外の圏蜆の緑辺である。 基検出されているが住尼勾如みられなへ

出士潔初はすべて弥注痔t翠1{&)土器で完呑検出されだ這褥は以下のと念りである。

住退 揺文時代中期後半 2椋

乎安時代

円形周席弥生埒f睾導月

疇螂
”
 

3棟

1 -L+-
ふ，、生

1基

小山岳夫

土 弥 せ 尋 環

時代不明 12基

こ の 中 で 暉 疇 疇C いて説明して念き

たい。四認疇逸構は全体の約V4が覇墜きむ

品か多く、ほとんどが横転した状憩で出土して

いるが、紀と高野を綜.}.合せた蓋付塾棺は正位

の状態で検比含れ？ら内訳Id.壺1店、小型壺2

点、無碩蓋パ点、深埒1点、加7点、喬即2点
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である。性格は決定しかねているが、現漁であ るとしても極めて特異な例と言えよ公

佐久市円正防遺跡
晶田恵子

円艇f品ば、岩村田訳から南西に広がる の可能牲が参~~形醐泥区5を癸掘した住椴

遺で、~-の内j救琺添＾の西環清水田 址2榜奴、 9匹8~ 紐 5紐紐耐剥9、た

遠跡が昭和53年に詞:t: されてい入網醗・ たぶ門認の大商繹址でい紺・

した区壊式岩村田駅it作麟節諺羹攀菰臨叫疇畷饂が伝おり~J

：：くされた約40 Onlの 記琴諮疇寧腕釈あること班所瑳設地で砥謳を余儀え

疇を11月25日--]2月10日にわたづ噂

した螂した避煽ょ、琴時鰈朋語址6 噂廊譴ぬ瞬茄苺えら;h..~ 詔鴎翠隅．．

蛇塚 B遺跡群野馬久保遺跡 称 寄惹 I
楳逗〗？基疇疇墓i、そ噂疇慕 〇丘大きな壽芍＆知心

I 
今 a銅牽地蜘へ蛇癖選祢第1.,2次 長方形を呈l,...床面如ら11疇針忍tらぺ念賢

査珀なわれた痴恥宅用地と県道香坂り褪 上の北西-—ジーかと蹄→上芸移食傾輝

線を摘んで相対していふle,(株）サンエス霞子•エ 正位で出土し心

場に伴9認翁温麟であ入 出土迅癖咋焼秩住居砂9はい&這

細噂認謳された汎完全柘全容を 実侭多衰でもつ丸土師誌須饂罠陶纏

1饂な頃たのはわずか2軒であつだ。いすれ 切知号を占め入持鑑．され．みの広錨贅

も平声tR住居址でを．る。 〇幻葬団索で、口径23~、高鉗庭i 忌,~

1 . 号住はペッド状逸愕が付設され、多盤て土

器が出土し如束西5g ocm、南北590畑の ナデ、対菟詞面は匹痴謡既鞍かて悪色窮磨さ

隅丸方形で主軸方向なss~~ 唸を示すc 焼失住 わていな他代塾書士踪鉄袈椀器翫冗ら、

屈であり炭化枷噌括罪号を中心妬検出され 鍋巽鼠ひめグ9べの租子などが困幻哀⇔

た。ヵマドは、南陛からわずか9釦吋紺磁：東

壁に帯築されていね

ベッド状遮稼な、北西コーナーから北頃訳沿

1つて検出され、認造均上部忍黄色砂質紐

ぽられてい芯惑世39 Dem、f饂 lf!.-0況．

~-=-ー-~--'一 .~ .a·==-=~ーー・――------・--···--·-------~----·--• ——-~--~--~ .·.........,,....---,'-'-1 
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差今久町裟乎逮薗＜

息田恵子 I 
裟予翠噂ま,j 佐久町大日向下Jf/底切評こしへ る遺欝恥土犀丘膨；ご箪忍さ．奴烏拇も袂定1

袈 t昇；,;')左岸麟傾斜の台地に位置・し芍玉遺”，的となつ応住居址の危泌まいniを測るものがI 
寧平噂には館わ大睾攣が近妾している。 2楓 3m50虚鑓iJ、か立）が3棟で、土匹ょ

： 方、．翠詞砂•. . .::,..,.'./'o,-i,',, 過疎対策如よる「農尿洗←佐蜆発 lm-·~2mfi0年前後を為芦。口応、 2基の
国 裔バ、：: r:1 : バ瓢庫iがあク、破響・予想 五ば譴y下を試みた麟、深さ 5釦；～鱈畑

：さ和，::も':必響5\) 年｝、 0 月 5 日 -1€ 日化か を測るかなりし哀ンりしでを土卿顕現し応覆

けて約-t,,)0 0沼這匿胞：霞醗蕊を行ったっ 土中からは、黒饂百の裂片を中心ifこ若干の士器

！ 條平翠｝跡は、細図高見沢今岨雄氏か中学寺 碑土しているo誕翠テ代哨瞑迦髯瓜竪穴．

9代 fj~ 0年前）匹発見した遺跡双昭和5~1年 住居址が段とんど確認されて含らず、一時的な

囮麟?;した佐』久町遺協鈴辞薗分布調査によつて新

祀墨紅:c..,喜咬．＂は当初より、黒賑記 t チャ・・-l・ を

芦 泣， iふ．躙諷屈石麟諏羹睾集されで砥

：が、土岳匹採集は皆無であったため、四砦む形

l状かも乳文早期であろうと予想はしていもが，

｀ 岱如諏は可唄であっiらしかし、今回の誤

濯顕蟄誓よつて「田亨虚t綿文士器」、「鵜

！が島知2条痕文士器」苺よび住睾止と苺危われ

I 

キャンブ地として．理解されている。しかい本

遣励社住居抽捉蒻遠講紅確唸されてぶり、また

県下でも翫査例が少ないため本誤査紅よつてそ

虐身が堪靡される。い，，ンチによつての誤調

で全体:tて及んでいないたむ選樅はさら侭倍増

するものと思われるが、パイロツト事業の予算

がLO年言推画で擁助されるた以本誤査(J.>翻画

も未定である。

．` ！・ぷ；
r応

七宝

* 追 吐七
囮LJ¥

所在地 ぷ頴T小梅原可簗

意池千揺川と相和虞捩まれた模高LlO 0 

:m.~ 治地上にあり、西方千曲Jt¥(l;.'. 谷を隔で［

｝ 松原萬八那池，限房羹と相対しで、;,.,!ら、0

り諏切攣苓網噂読して南プ叫認C:噂
l ： 文疇裟迂応石器を出士する。定腿('Gm

： 紅tt/¥ーご`ド：言ら.1-:、も中匹‘にわた、る：！望忍屈認があ

共：出正誤

乎安時代の錫釜笛を出士している。小細紘t

戦後千曲川瞬功屯ら鼈力で揚水して開田したが

そ(/.)際雨愛池舘からは、石銀ヽ す拐石斧・,,、土師

器等が出土し．「野Jの塾棗士器が発見琴・1....,.1

ている。 . I 
！ 

発癒岨区）経廻、1くい只年9月10恥地主 i
疇辰太氏ヵ郷-'p包石｛ブ1 マド~｝と羞をし
翠し詞琴S翠鳶立茨氏i.(じ吸ぎい吋f,j索 j_,1.,, --,-- i辛炉;r.- 1 •.. -'; 涙；＼ -;-,-:,-, 

...、一7<、
·•. 
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！韓饂芦l全：•
［発饂饂譴疇直塁声ぷ？鴫
t 
j.: 躙謬旱：：忍鴫麟疇井
t l ti:1, 外卜謬戸：調疇麟等

虐廿された速摺

｝住屈址！唸 4::・Gi:m)'(4 7伽尋丸噂形

|如~4 (l戸疇｝麟声隅

カマ凡菜裟詑気 四謳±-.索年あり
！ 
諏痰嵌床面試嗚噂噂~<梁）

:ジに西繹悶；吟＜忍 o'i.

川原石1 2も訳、,0 床面中央窟よりにも苦

えら糾•そば四鉄製刀子が置かれていた

透物

土師器． 諷梵＼婉・ミ内面慕色糸切、 高

台付、，墨葎吐器3(文字不評）、糊rJ'i.v_つ

ついた土昔ぎ1,気甲斐翌不器頭奪く、

赤褐色、緑応て光沢あ見花弁放対郷音

文あi；；

互屯．墨羞混瓦糸切底

芦鯛知麟疇2 I 
石器軽石瞬疇形入中央鱈夏←叫

銀器刀子 1、長さ l3窃 l

災化臥祗庫翠

平安暇嗚佐久羞［南部V1ふ 0恥汎冷地上柘

居住していた人々び生活と文化を知五髯叡）

て喪露な遺酪であ入平安時代の高地爽翌必発

掘調査は:JIL巨寸積尾選弥侭つ¥/'}で、南佐が翌砂

は第二例目である。

寺寺哨~ ·i点奇し舟~ ~f;; 条哨，桑寺坐*寺寺寺**券 f1i 

昭和 6 0 年度発氾厨査速報

青銅の鉗が出土した上直路選跡
林 幸 彦

佐久市部阻疇店改澤諏差ヒ園路（かみす 虫誌f透羞の南北約10瓜東西7匹を詢る大形

ぐじ）遡珈1、佐ダ這奴ダラ文、四疇霰隣接 の句翌i伐遵沖程四（頃雌推定l釦＼東祖1.3m

戸（心事誓詔乃疇暉噸配紐疇饂する土睾虹犀疇。論りは

ぶ ‘！ 如ことか包麟、発麟疇麟瞬砂平噂21 伺鱗這応疇誌芯も忍のと考えたが釧

lnよ96-月5曰までそ棗麟芯 蝉江頌氾如参奴ふ入噂豆這詞虹叫

！瞬速撥点・色，哀ぅ砂器潔肉野襲応怪てま 士賃｝：り、茫翌された閃笥柊身賀之芍'7:いたも

l琺応鏑ば這注ピ；素只ち点澤翠してVさ、さ'., O•、'. ・知吹砂と考えられ気，；訊句砂う這叫

；志のFぅ翠速預翫元苔牙ぷう遵、7噌：ぶう〉にゴニ~ ・ヽ文ミ 1初、 文玲翌i,こと｛亙庶そtJ\~ごべ弐赳、認·恐巳点翌:)令'.,\~ボ手了・・全~,! 
-- . .. . . ... , - ----



昭和 60年 l0月1B 佐久考古通信 AG.35 (1)  

戸本~~の尺骨と溌骨五尋一` 三噂戸社・ミ瓦応亙二三長と心町
四饂疇手骨と考えられるもO_)疇 序で4個の土器が正位妬低かれていねますら ・I 

瞬紅い知釦径6cm、厚さ：年を測 肯〇上下から多くの炭が出土し［い、熱を受

lら蜘い環響螂品かは判明して けた骨と紐叫叫尋知り這勺で 1r~ 晒郷卿珈Iなど、とても普通．の人 の虞疇紐入他疇蓋屁応手

が入手で魯るi.t>ではなく、にの人牧は翠如 づくねなどが33{響虹出土している。

Aと霧急1:,骨 :t.ti!)、A骨と薔！ぬ上部には、．頭部

北西久保遺跡第二次胸査

三石宗一

い羨道と南偲瓶塵は失われて姿り全偽坊斜穴疇~,,!保磁賄出学名姑人佐久学捌拓よる短

大魏認qやかへ昭和51年佐久市誕認ょっ

て行＆われた統一次詞改もあとをうけ、附細（）

年5月よ9佐久混蹴文化翻斃査センダーtはつ

て紐0醐寧約5.5O oJ;cわたり、第コ欠

讃心わr■-·t~o 饂プラン陪認恒悠~，

が終了し弥吐詩代住屈地周満などが多

i 
は不明である。乎面プランは、現杖で全長3年 1

臭.l.~血を測る長万欧、やや胴張砂屯らl

れる。石鰤饂譴知：：．銚喚示いよると、 l
螂集塊岩側壁に安山岩が使用されて．沿り

l 

J 棺床｛て．は千曲の河原石がしきつめられている。

遠物は、金躁8、勾玉9、切H任{i5、管玉1

数細砕心為 逗23、ガラ~1.1西9 -4、直叉]2、四”、銅

紐繹3考壕ぬ~#)細輝疇虚猶 饂）＼骨、須窓器詈などが乏b、他匹獅瞑

し篠高蒻い迅を示す，勾近は、台饂を利 年炭の市赦要Cよる尾瑕涙翠、鉱記馬呉など

用(..--C檻築されて必り、 DいVンチより確認さ が出土している。その他し石室衷側より乎面プ

れ溝ら麟は麟粒Omと推淀される。 ランが不詳明な集百を伴なう土寝が確認され、
I 

寧 0内部譴広諏年室で、麟疇口 高台付年2、灰忠諭1撃が出；:l: している。

川上村三沢遼跡
島田恵子

三沢癖f七［、製辺山矢出Jf臆跡に近捺した京 発湖匿査はゴダ7婆（`：：迅翠茨い、 JI出付教

＇ 方の山痣灯臨礼"J酌苺fi{ 1.7 8 6) m付近 委より委託をう竹た佐~知考古学会が主体となつ

から流下してく．る支流の渡渉地点から西方の道 て、 E月8日--'!月3C日に豆つ揺麓査を実施U
l 

(・C添つた、裟嵩1.30 o--l.3 5店を叫和記 如第知認迄の靡噸初噂1へ第1地釦
: 応麟籾所主している。 は噌、・グ聾()::哨亨賢F1: .. h丘冗戸？、：i翠~)況冷使 i



(t! ヽ

l翌 3平均1も翠瞑わた六深現し苓翠クし

冷し土茎7基を中心に5念形を呈した笠炭芍

渭紋あ釦泣ぶ遥惟！｝る立石、年大～殴大玄菱と

i匂、饂犀攀チャ→の紹ヽ石迄

I 石錮等を毬在させた祭ネ!JD続が主な追欝であるJ

澤邸む感怠竪穴釦幽切餞匹ためにそ韓0

履綱暉寧九寇燐螂這餌されて麟

! V¥,. をぶ慕寧廊丑帯疇輝暉を応た

i競卑幽珀祖皆無であっね袈囃滞として

I霙誌の知虹癖ヵ噴癖れら
・l 

i 
i 第2区法た翠翌素ぬ恋溶訊辺繋配ご之

！構および醗琴枷螂されね石臨即油譴

位、 3屈に分けられみ瞬憬邁土の最下部（

縫 9匹）より4--5屠のロー勾蒻{50吟内

に包含されていふ茂呂系ナイフ形臼器（南関

束フエイズ2B毀Uf..OOC .... 

、主体とし石剥で石質の素材はパラエt 
；テ・1に富み、チャート、疑瑞石、頁岩鼻水晶、

匿器ジル｝岩流文岩宿叛恙輝緑凝灰

岩等でそれぞれの石質に分割されたプロックを

呈した状態で出土しIt。特t'(.水晶が多蘊であっ

たことは産出地を有ナ川上村ならではの特撥と l 

v沃えよう。

和't、•緑群屯昧遺際文セットになつて、四

ーム下訳'/£,,>r.,";._1; 核出され如已蕊均mV:認目を

匹捻虚配涎し，酎酋所のブロックを形武して

い為蕊詳は玉プロック 20-30饂配は5

-1置をか．． えるセッいを有＇じて念似肉眼で

犀毒翠怠咬如嘘繹駆疇咋なかl
l 

つ忍識裟芸口釦灯まで石器ヵ咆含されて

啜訊譴良靡itJ;;碑し雌緬幽

く、当時0且痣面である稔曲をよく示し1:~如

全匡的妬塁名な矢出Jll托睡逗鐙罪胡淫懃む

れ発掘翼認jも少

なへこうした巽伏の中で雑諏蕊いたさぷ遠

跡註癖閲焉も中にあつて、人誕暉｛ゆ濯と

んど；たされていない地区で、遠樽姻枷磯存 i
繹噂パ醒で砂、今後も亨嶋C念 1

け繹重な瓢となろう。 ！ 
また、拿羞のなされた一帯は3加 0盛土芸！

なされ保類されQ:, i 

鋳師屋選跡群前田達唸

羹底

疇崖選祢群前田遺跡:q;;事：、臨久詞躙諏噂 累喜概凶応業臀隣つて襲羞こされているも

の束方に所在する。池籟としては｀御ftB翌丁大

字髯吠田と佐久市大字小田井の双方に文たがつ

ていみ。昨佐~-r:は本蓬訪（：：各熔接し・ 伺←ピ氾弥

群R中で把握されふ、釦獅犀磨称と野火付迄弥

ので、..約22万乎方メートルにおよぶ貫記対象

地区のうち糸鴻万平方、；←→ル涯が翠託して

把羞さね瑛、3月（か時点て心の謬証を母聟終了

しよらとしている。

！が襲点されてい入 ら羞去叱翠：出されう芦訳諏的翠雰はる
i 
I 芦［忍図，；’・:<-,認ぷ:.IFf~ /国立灼l:::J:F" 歪形立こ 営＿戸、::~;[二•三梵!I [~)i;tf, ~ え，芍五?t互ぷ這、う・;_ー'う
._, ____ .、'・・・-""・・・ ·.、~ - --~ -- • • --'-'-,---- -_;.--~"-~~----一-------·一·--~--------- -------・ 



昭和an年to、豆 lr::; 佐 t¥.=J..t古遥位ぷ）・ 35 (!-:) 
J・ --.  ― ’ ―てし • --~ 

I 
・ ヤ I --—• ↓ - . - . 一

諒 ±!Jit甜喚蒋‘松泣翠戸望ぷ む迄琴応ふ東：分冴沿;¥/1収．存在した訟庁

饂油広古謬討情1 ｛ヽ姜裟撒：団するも"'も 的認改とい針琴加；•も咄砂：：；:~ ろ舷:t)

賃Cみられぷ沢毛ヽ [)'―設；とんどは存岨い平安 ざ広検出され応翫，リとし"[は、 ~--{ll的なら竺

記寄0.己E?玉・-・食i・Z¥ーが翠「しく斡・ごJG-(ぅ1人としで、応わり玄！喜e スクッ・プがより｝ドカ紅

i ・ら； i! 令●:t{・・1、しい；も心です。

- -—~ ↑ . . --―  ら----・- __ , --・・・ ~--••· 
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心っ

去ぷ 9月22「i駆 23日の二扉芦和 C:0年度0研・悠旅行

-G砂噂古学会如遣久の発掘視査をお•伝いいただいている

し芦 苓]日は、紅虚力国立歴史民俗落物綺を見学v.)訟成！

け、芝山町(

択；晨示さ紅てい恥譴合を出土した前方後円毎綬応姫塚を

訪和立した:;;i.:t :j:;-:、尻賓噂羹く認信でき如もは、現地での村山好文氏（日本考古学

研究所）む名盆内と、中沢亭号さんの安全達哀によるものですo t 
遥盆では、号を改めて、上総へ(/J紀行文をダふ誌する予定でナc

臼月卜 #t#if弁釦
/--h .:.~, -

:::CK 出名 ; :J切
- . こ 1 ・;~·,●●  ~ - . 

森泉定悶さんが亡なられたo ぺら、しめえの江戸ツ・・子気質の森泉さん、発掘拭場ではよ〇叱

叱されたもの為乎賀0伍．袈山古墳の調査以来、古墳調査に綜了された森泉さん、古墳の精

査といえば装い玄案0巾1'',,.. ケを勁かす森泉さんの姿がうかんでくる。

亡なられる一寸蔀：に入娩先の浅間病浣を装訪ねしたとき、窓下の北西久保造跡の古墳から

金や玉緊：¥検出されたととをお話すると、「オンもいま一度古填を掘つ-C+てえな」とボ

:.i>f'l と言われ裕元癸，.~c:。がつてまた一緒妬調査し念しようと別れたものの、それが最後

匿となつてしまつた。

文化財傍涵は現在令i謬的な状況紅畜かれてい注すが、私たちは森泉さんの真直ぐな姿焚

を忘れることなく郷心砂廷いと思直す。安らかにお眠り下さい。 {T•'l'}

＂いい豆 訪和;,ff:*弁＃＃＃弄：＃＃＃＃＃＃＃＃丼＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃号＃

t 「一 麟考古通信．版35号

l瓢轡心翠誇古学会

長野県佐久市岩村田 104 0-7 

l 木内・｝諏方(:.『38 5) 

i Tl!}L 026'7 GS 0617 

l ぅ．誓弓．蒜； t詰： 蕊・富

！召兌寮賃・:共：出lE誤｛ぷ誌長） 長忍寸 謬忌

ー．、一<・, 名 仁, .• . /'"• • ',. I' ,.,,;, 
.· ,.• · .... , ヽ J・,-・_, ク-• :-.

i '・---・・・一•一...... • 一----・一 ------・-・ ・ ヽヽ--- -、--•--·--··-- • l 
i., ,. ~ —----ー・ー・一~・ · • --- 一・·· · •・・・・・--・--一..一・---・—--· 一•伽-- · ·- ·ー• ••• • • --••Y ・・・・―-- -------―..一..―.... --・----・・・・・ ヽ•一 ・・-・・・ ―.. 一•··一•—-----i 
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佐久考古通信肱 36 号

直住
瓜 36 

1986. 1. 1 

佐久考古学会

目

新年の挨拶 （由井茂也）

”ら公

ー

佐久考古学会 15周年記念祝典盛大に行なわれる （木内 捷） 2 

旅行記 上総国の頃輪を求めて （三石宗一） 2 

昭和 60年度佐久埋蔵文化財調査セソター発掘調査概要報告 3 

（高村博文・三石宗ー。小山岳夫）

宮下健司会員藤森栄ー賞受賞 11 

事務局からのお知らせ 12 

後記 12 

新年

新年おめでとうございます。去年は、 ニヶ月

ばかり休暇をとって、十ヶ月で一年間が終り皆

さんに大へん御迷惑をかけました。

改めて一年を省みると、一九八五年は、佐久

考古学会にとっては、忘れられない意義深い年

でありました。

一年をくくる忘年会の席上で、各地域の皆さ

んからの活動報告が行なわれ、非常に猟味深く

おききしました。 ・

旧石器時代の故郷、川上村三沢遺跡で、旧石

器に出合ったことは当然ですが、地元の考古学

会で旧石器選跡の発掘調脊を担当したことは意

の挨拶

会長 由井茂也

義深く大ぎな自信を持つことになったと思いま

す。

佐久町に於ける縄文早期の落し穴遺構を初め、

小海町、臼田町、御代田町、小諸市、望月町等

の各退跡の調査研究と、．各々の特徴ある報告、

ほんとに楽しく教えられました。

特に佐久市に於いての際汎な遺跡の調査では、

弥生時代から、古墳時代へ、更に歴史時代へと

佐久の歴史を一頁づつめくっていくような精緻

な研究が進められようとしています。

こうした更要な責務を担うことに今更ながら

大きな誇 りと同時に責任を感じますc



(2) 
佐久考古通信瓜 36

また十月十二日には、佐久市役所を会場とし 更に今年は、予定されている事業、亦既に計

て、佐久考古学会創立十五周年記念祝典を行う 画されている諸事業が山積待ち構えている上に、

ことが出来ました。招待者、講師諸先生、会関 関越遣上越線の着工も組込まれ、地元としての

係者多数の参列を得て盛大な式典が挙げられたこ 学会活動は一層重要性を加えてきます。懸案の

とは大ぎな惑激でありました。これらの学会活

動は亦、会員以外から多くの方夕の御指遜御協

力を受けての成果であってこの点も改めて御礼

申上度いと思います。

矢出川遺跡の保存運動も新しい勤きをしていま

す。会員皆さんの一層の御協力をお願いし、同

時に御健勝を御祈り申し上げて、簡単ですが新

年のご挨拶といたします。

佐久考古学会 15周年記念祝典盛大に行なわれる

佐久考古学会15周年記念祝典は、 10月12日午

後 2時より佐久市役所にて開催された。 ― 

お忙しい中駆け付けて頂いた明治大学教授戸

沢充則、諏訪考古学研究所宮坂光昭、県史刊行

会笹沢浩、佐久史談会臼田都雄、佐久市志刊

行会大井隆男、木内 寛、佐久市教育次長柳沢

昇一、開発公社局長花里禅の諸氏をはじめ関

係者 118名が参加した。第 1部は祝典で、祝辞

を頂いた後、学会のこれまでの歩みがふりかえ

られ、また、今日の学会の基礎を築かれ今はな

き先学にたいし黙揺が滓げ られた。

また、 15周年記念事業の一環である会のシソ

ボルマークが20点の応募の中から決り、浅沼 馨

氏に賞状と記念品が由井会長より渡された。絵

はがきにもこのマークが掲げられている。

事務局長木内捷

式典後、記念講演が行われた。佐入に関係の

探いお二人である。まず、筑波大学教授岩崎卓

也氏の講演を頂いた。汎日本的見地から、信州

そして佐久の古墳・古墳時代を考える上で、有

意義なものであった。続いて、千曲川古代文化

研究所主幹森嶋 稔氏の講演が行われた。佐久

考古学会の歩みを内からそして外から見られ、

今後の学会活動の一つの指針を提示された。

講演終了後、一階食堂にて祝宴が開かれた。

遠来の仲間も多く、学会の歩み、思い出、研究

について等々、話に花が咲いた。さらに、会場

を洞源湖観山荘に移し、夜遅くまで話は尽きな

かった。

最後に、祝典開催にあたりご協力を頂いた皆

さんに厚くお礼申し上げる。

旅行記 上総国の埴綸を求めて

三石宗一
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昭和60年 9月22日早朝 6時、定刻通りバス 2

台を連ねて佐久市役所を出発、途中、歯痛によ

り、佐々木氏が参加できないことを伝えに来た

奥さんの「美枝子さん」に見送られ、一路千葉

県佐倉市をめざして R141を南下する。中央高

速道・首都高速・京関東自動車道と、ワゴソ車

のガス欠・パソクというハプニ ノ`グにも負けず

車は快適に走り続けJ拙与半無事、佐倉市国立監

史民俗喋物館に到着、ここで昼食をとった後見

学。第 1展示室から第 3展示室までは、原始・

古代から近世までを時代順に、第 4展示室には

日本人の民俗世界に関するテーマを展示してあ

る。館内の広さに弩ぎながら見学し、見終った

後は全員疲労の色が隠せない様子である。午後

5時頃、宿舎である梅屋旅館に到着、夜は村山

氏も加わり、大宴会となる。その後も、外に出

て女の子を追いかける人、宴会の続きをする人、

碁をうつ人、早く寝る人、それぞれ成田での夜

を楽しんだようである。

2日目は、早朝の成田山新勝寺を散策した後

8時半宿舎を出発、村山氏の案内で今回の研修

旅行の最大のテーマである、 芝山町はにわ博物

館と殿塚・姫塚古墳を見学する。殿塚古墳は長

さ88m高さ 10mで二璽の堀をもち、姫塚古墳は

長さ58m高さ 6mで一重の堀をもつ 6世紀築造

の前方後円墳である。はにわ栂物館は、仁王尊

観音教寺が設立した私立博物面で、殿塚・姫塚

古墳 より出土した埴輪など 300余体の形象埴輸

が展示されている t、も う一度ゆっくり見学した

い所である。頭上を飛行機が飛ひ交い、成田空

港を見学したいという声もあったが、時間の都

合により、とり止めにし、村山氏の先導によって、

成田 I.Cより東関東自動車道にのり、市）I! • 高

井戸・須玉を通り、午後 6時全員無事に佐久市

役所に到磐した。

最後に、 2日間マイクロの運転をしていただ

いた中沢さん、御苦労様でした。そして村山さ

ん、御結婚おめでとうございます。

昭和 60年度佐久埋蔵文化財調査センタ ー発掘調査概要報告

佐久埋蔵文化財調査•センクーが 5 月より発足

してから遺跡の調査は、箔手順に第 2次北西久

保遣跡、西裏遺跡群西裏・竹田峯遺跡，栗毛坂

遺跡群芝間遺跡，筒畑遺跡群池畑遺跡，猫久保

遣跡群西御棠遺跡の 6遺跡を実施しました。以

下にその発掘調杏の概要として成果を中心に報

告したし、と思います。

高村博文。三石宗ー。小山岳夫

1) 第 2次北西久保遺跡

0動機 学校法人佐久学園が行う短期大学建設

に伴う調査

0所在地 佐久市岩村田字北西久保

0 発掘調査期間 S60 . 5 .16~12. 13 

0 検出遺構

雨部の南斜面 古墳址1,基 (7世紀後半），特殊

遺描堪（平充剛代），土坑 1枯
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台地の平坦部竪穴住居址6瑚只弥生時代中

期4併東，後期18棟，時期不明

1棟）周湮10基，特殊遺構 2

甚（古墳時代 1基，江戸時代

1基）、溝状遣構 6基，土坑77

基

東部の南斜面礫群 6基，ピット列 1基

0成果について

今回の台地上南半部、東部南斜面の発掘調査

と南部南斜面古墳址の確認調査によって、第 1

次調査とあわせ、北西久保遺跡の全容がほぽ明

らかになってきた。一つの台地上が、そっくり

調査された例は、県内では辰野市樋口内城遺跡
① 

以来のことで、全国的にみても僅少な例であり、

特に弥生時代中期～後期の集落址（ムラ）の全

容と各時代の変遷関係を明らかにできる資料を

得られたことは、学術的な意義が極めて多大な

ものと言える。

検出された遺構は、弥生時代では、竪穴住居

址、古墳時代では、古墳址の周湿と考えられる

遺楷が主体を占め、第 1次調査でみられた古墳

時代中期（和泉期）及び平安時代の竪穴住居址

（以下住居址とする）は、今回、全く検出され

なかった。以下、遺構について時代別に概蜆し

てみたい。弥生時代中期後半の住居址は第 1次

で4爛、今回4~、計93棟が険出されており、

該期の住居址相互に 2,..._,3棟の重複を有するも

のもあり、出士遺物の整理検討により少なくと

も2時期にわたる中期の集落址のあり方が相定

でぎそうである。

弥生時代後期前半の住居址は、第 1次で1涜[、

今回1況東、計33棟が検出されている。

後期の住居址相互の重複関係は、第 1次調査

分で 3例認められるが、全体に割合規則的な問

隔で分布していることが看取され、ほぼ同一時

期に形成された集落と予想されるが、今後の整

理検討課題としてお含たい。造構内容の祥細に

ついては正式報告に譲るが炉址のあり方（特に

位闊関係）については、調査時において、時期的な差

異がある程度判別できたので、ここで記しておきたい。

中期の住居址の場合、炉は住居址のほぽ中央

に位置し、後期の住居址になると北側に移行し、

北側の主柱穴間に位置するようになるc 炉の形

態は地床炉及び地床炉に炉緑石を 1四有する例

が圧腐的に多く、他に「L」状、 「コ」状の字

状、 「口」の字状の石囲炉や土器敷炉、また、

天竜川水系の弥生時代住居址に特徴的に付設さ

れる埋甕炉等もみられる。時期別には、中期の

炉は、地床炉と地床炉に炉緑石を 1個有する例

と埋甕炉であり、後期は石囲い炉、土器敷炉、
R 

埋甕炉、地床炉等、多様である。また、後期の

住居址には澗炉が付設される例もみられる。こ

の他にも、中期と後期の住居址には、形態、内

部構造等．内容に相違する点が多くみられ、正

式報告では、この変還過程も明らかにしてゆきたい。

古墳の周涅と考えられる選構は、第 1次 6基、

今回10基、計16基が台地の全域にわたって分布

する e このうち、第 1次調査により、石室の残

存する古墳址 1基と、長野県では初めてといえ

る、形象、円筒の多数の埴輪が出土している周

湿古墳址の存在から、古墳に伴なう周渥と位置．

づけてほぼまちがいないと考える。周涅の台地上で
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の分布は、東及び南側の台地縁辺に15基の周涅

が南から北へ連なるように分布し眼下の水田地

帯を望む。他の 4基のうち、大型の周涅 3基は

ほぽ等問際に北東から南方へ仲びる台地の中央

線の付近か西側に分布している。周涅の規模は

溝揺を含めた直径が35mを越える大型のものか

ら6mの小型のものまで様々であり、 S-2、

S-3、S-4のように周浬を共有する例もみ

られる。以上、北西久保の周涅群つまり古墳群

は、独立した台地上にかなりの密集度をもって

群集しており、その点で県内では稀有な例と言
③ 

え、今後、同様な資料に当たり意義づけてゆぎ

たい。また、これらの遺構の年代は、現在、埴

輪、士器等からs~o世紀代であると推定されてい

るが、出土造物等を分析し、できれば築造の順

序についても解明できればと考えている。

その他、構状遺構、土坑については時期及び

性格とも不明なものが多いが、弥生時代中期後

半の墓址と考えられる土坑が数基認められ、不

明な点が多い千曲川水系の弥生時代中期後半の

墓制の良好な資料となるかもしれない。

江戸時代の遺構は、台地上の南東端、斜面に

なる縁辺付近から検出された特殊遺構がある。

台地の斜面にかかる端部を孤状に掘り込んでつ

くられた平坦面に存在する 3基の土坑からは、

いずれも良好な形の人骨が各一体ずつ出土し、

そのうち 2体には、寛永通宝 (1645年鋳造）が

そなえられていた。中でも一体にそなえられて

いた寛永通究は、毛髪(?)に6枚P競に包まれて股

部へそのやや下から出土し、これによって人骨

に確実な年代が与えられたことになり、既期の

葬法や仏教との係わり、民俗学的な研究にとっ

ても良好な資料となるであろう 。

南部の南斜面の調脊においては、古墳の石室

残存部が確認できた。残存していた石室は、南

束に開口しており、奥壁下部、右側壁の下部、

左側壁の範囲を推測できる石列が検出できた。

また千曲川の小円礫を利用した礫床が存在し、

羨道部付近は撹乱のため明らかでないが、玄室

内全面に敷きつめられていたことが窺える。

さらに、石室の南東部付近から灰釉陶器輪花

椀の完形品等が出土した特殊遺構が検出された。

性格は平安時代の土坑の可能性が強いと考えら

れる。

東部の南斜面の調荀又は 第` 1次調査の台地上

から連なる約30度の勾配をもつ急斜面とその基

部である低面にあたる。この開査区の西隣は．

昭和41 • 45 年度に発掘調査が行われており、鎌

倉時代と考えられる五輪塔、火葬墓等、中世の

墓域に深く関連する遺構。遺物が検出された。

このような状況から当初これらに連なる中世墓

域の一端の検出が予想されたのであるが、実際

に検出された遣構は、時期。性格の不明確な礫

群が 6基とピット列が 1基で、該期の幕域に直

接関れると考えられる遺構は発見でぎず、本調

脊区まで幕城が続かないことが判明した。

斜面基部の西側に巣中して検出された礫群は

明確に時期決定できる遺物に欠けるが、検出層

位から見て大きく三時期に分けることが可能で

ある。斜面の基部は、地山まで 3層からなる土

が220L'llの厚さで推栢し、それぞれに文イ吠飩形成し

ている。各層の時期については今後、出土遺物

等を検討しなければ決定できないが、最上層に

あたる第 I庖からは，、i斤。現代と考えられる遣
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物、及び台地上から、流れ落ちたと考えられる をあげていろ。例えば、埼玉県では東日本で未

摩耗 した弥生・古墳時代の士器等、第Il層から 発見であった弥生時代初頭（中期前半）竪穴住

は平安時代、第 lil層からは弥生時代の遺物が主

体的に出土しており、それぞれの文化層の時期

を考える上での有力な手掛りとなりそうである。

このような推蹟の状況下で、礫群 1は第！層中

礫群 2• 3は、第II層中、礫群 6は第罰層中よ

り検出されており、それぞれに形成された時期

に相違のあることを示している。性格について

は、これらの礫群のあり方に規格性、配列性な

どが全く認められず、人為的なものか、自然営

力によって形成されたものか、現状では判断で

きず、今後の課題としたい。

ピット列は、東西方向一列に 6個検出された。

掘立柱建物址等の柱穴列であることも想起され

るが、同様のビット列が存在すると考えられる

南側が傾斜地の下部であるため、確認ができず

当ピッ ト列の時期・性格も礫群と同様決定する

根拠に乏しい。遺物としては、礫群 3中より検

出された平安時代と考えられる士師器杯、全体

層序第皿層中より検出された大型の打製石斧（

弥生時代か？）が代表例としてあげられる。

今回、台地の裾部（斜面からその基部にあた

る平坦面）の調査は、各文化層の時期決定がで

きかねている現状であるが、台地上にくらべて、

層位的に年代を把握する発掘調査がより可能で

あることが理解できた点で意義深い。また、今

回の遣物の出土状況は従来っ見すごされてぎた

低地部にも遺構が存在する可能性が強いことを

示唆する ものである。現在・,関東の各地域では

低地の発掘調在例が増加しており、多くの成果

居址（集落址）が発見され、また、遺跡数が極

端に少なかった細文時代晩期の遺構も、低地部か

らの発見が各地で相次いでいる。このように、

従来、未発見の遣構が確認でぎる点に留まらず、

低地部の調脊は、植物等有機物質の遺存体が豊

富に検出される特性を有する。これは、当時の

生活・環境等を知る手掛りとなる情報量が台地

上に比べて圧倒的に多いことを示しており、原

始。＇古代等の社会を復元することが考古学研究

の主テーマである限り、これらの地域により注

意を払ってゆくことが今後の大ぎな誅題と考え

る。

以上から本遺跡の存在すろ北西久保台地（江

戸時代に造られた常木用水に区切られて南方に

突き出した台地部）の古代人の足跡を第 1次調

査結果も含めて概観すると、まず、この台地に

最初に足を踏み．入れ定住したのは、弥生時代中

期後半と考えられる。この時代には、北側の一

部を除ぎ台地上の全域にわたって、広く住居址

が存在し、各時代を通じて最も活発なムラが営

まれていたものと想像できる。次の弥生時代後

期前半は、南端部及び東半部付近に住居址

の分布がなく、台地中央からやや西側に偏

在し、集落址が縮少する傾向が看取される。

続く後期後半及び古墳時代前期の住恒］址

は台地の北東部に 1棟ずつしか検出され
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ておらず、この台地上に集落の空白期間を向え

る。古墳時代中期になると台地上北東部に偏在

した住居址群（集落）が出現する。この集落は

台地上の南西部の端に位置する当大地、最大の規

模（径35mを超える）の大型古墳と同時期に営

まれた可能性があり、今後の整理作業では、その

対応関係をテーマに追求してゆきたい。

古墳時代後期になると、住居址は存在せず台

地上のけ厄全域と南部斜面に，．密熊した古墳群

が造営され、台地がそっくり墓域に転化したも

のと考える。古墳群の乎面的分布から、築造~i原

序及びその被埋葬者を推測するに、 今の段階で

考えられることを列挙しておきたい。まず、大

型の古墳 3基は少なくとも北西久保・一本柳—帯を

寧し得た首長級の人を埋葬したものと考えられ、

台地南西部の端に最初に築かれ、 II詢手、北方へ等間

隔に痴告された可能性力咽像できる。そして、台地

の東及び南側の台地緑辺に存在する15碁の小型

の古墳は．．築造年代が後出する考えと、一方、

3基の大型古墳の被葬者と同族関係にある人々

の培塚となる可能性も考えられる。今後の遺物

整理作業において、特に注意してこの問題に当

ってゆきたい。また、周浬のみの検出であった

ため、その墳丘及び埋葬施設の問題についても

あわせて検討してゆぎたいが、周渥内覆土より

出土している礫（葺石の可能性が考えられる）

より、ある程度の墳丘の存在が予想される。

奈良-平安時代には、再び集落址として、と

らえられる住居址群が北東部に点在するが、そ

の範囲はかなり限られる。また、台地中央付近

の大型の周涅内と、南部南斜面からは土坑筵の

可能性の強い遺構が検出されている。当時代か

ら斜面及び台地裾部地域には、次代の五輪塔

出士にみられる中世に継統する茄域が出現しは

じめる。さらに、近世（江戸時代初期）におい

ても、南部東斜面には、前述したような土坑臨

が検出されており、墓域としての利用は継続し

て1、ヽる。

最後に、この調査が学問的水準をおとさず終

了まで行えたのは、ひとえに精魂こめて作業に

あたってくださった調在参加者の皆さんと終始

変わることなく暖かい御援助と御助力をして下

さった、地元のみなさんのおかげです。文末な

がら記して感謝し、心からお礼申し上げます。

注 1. 長野県史刊行会、笹沢浩氏の御教示

による。

注 2 佐久市教育委員会林幸彦氏の所見に

よる。尚、このまとめにおいて、林

氏の示唆及び助言によることが多い

ので注文としては取り出さないこと

を記しておく。

注 3. 前掲注 1

参考文献林幸彦（昭61) 「長野県北西

久保遺跡」 「弥生文化の研究

7巻一弥生集落一』雄山閣

佐久市教育委員会（昭60)『はにわ展ー佐久

市北西久保遣跡第 1号古墳出土の埴輪を中

心として一』
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2) 西裏遺跡群西裏・竹田峯遺跡

0動機

西裏 佐久市土木課が行う市道拡幅工事事業

に伴う調査。

竹田峯 岸野同和対策集会所建設事業に伴う

調査。

0所在地 佐久市根岸字西裏及び伴野字竹田峯

0発掘調査期間西裏 S 60.7.10-----8.29 

竹田峯 S 60 .8 .27,.....,10 .4 

0 検出遺構

西裏遣跡竪穴住居址21棟（弥生時代中期

～後期 1統東，古墳時代前期～

平安時代 5棟）、特殊遺構 1基（

古墳時代中期）溝状遺構 4甚，

土坑9基，ピット群 l

竹田峯遺跡 竪穴住居址 5棟（弥生時代中期

0成果について

l)西裏遺跡

3棟，後期 2棟）特殊遺構 3基

（弥生時代壼棺 1基含む）方形

周溝 1基（弥生時代？）円形周

溝 2基（弥生時代?1基，古墳

時代?1某）溝状遺構 3基，土

坑17基（弥生時代～平安時代。）

ピット群。

今回、調査を実施した西裏遺跡は、遣跡の存

在する台地に約 6rn幅のトレ｀ノチを南北に調査

したことに等しく、遺跡の性格を知るJ:.でたい

へん貴重な成果が得られた。

検出された遺構は、弥生時代中期～後期の竪

穴住居址群が主体を占め、古墳時代前。中；奈

良•平安時代の竪穴住居址（以下住居址とする

）も検出された。このことから、本遺跡は、長

期にわたる複合遺跡であり、その密度を推定す

るに、台地基部附近から標高 66 4 m附近まで

は、密度の浪い弥生時代中期～後期の大集落址

が存在することが予想され、古墳時代中期（和

泉期）の集落も台地の高台付近に、かなり存在

するものと考えられる。

西裏遺跡の調査で特筆すべき遣構・遺物は、

D•E区の境界付近から検出され、新聞にも報

道された、完形土器 5個体を出士したTI号特

殊遺構と I区より検出されたM3芸泊状遠構内

のピットに正位で埋められた甕があげられる。

今回は、道路の拡幅という限られた地区での発

掘調査のため、これらの遣構の全容が把握でき

ないという問題はあるものの、今後の整理作業

を通し、できるだけその性格を明らかにしてい

きたいと考えるc

2)竹田峯遣跡

竹田峯遺跡の調査は、西裏遺跡と異なり、集

会所建設予定敷地という条件から、広範囲の調

査が行なわれたため、西裏遺跡群におけるこの

地区の性格がほぼ、解明できるものと考える。

以下、整理作業が終っていない現段階で、今後

の報告書作成に向けて本遺跡の問題点、課頚等

を含めて、その成果を、概略的にまとめてみた

し、

゜
まず遺跡の性格として検出された住居址をみると

5棟とも、弥生時代中期～後期のみであり、先
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の西棗遺跡で検出されていた、古墳時代及び平 良事業に伴う調査。

安時代の住居址の存在はなく、弥生時代中期 0所在地 佐久市岩村田字芝間

～後期においての、該期の住居址群の北方

終焉部と言えそうである。

また、古墳～平安時代には、竪穴住居址を利

用した一般的居住地空間としての利用は、なか

ったものと判断できる。

さらに、 弥生時代後期と推測 され る、閲溝

及び弥生時代中期～後期の土坑の存在から、該

期においては、むしろ墓域として利用されてい

た可能性も大きいと考えられる。

他に、第 3号周溝の性格は、現在調査中の北西

久保遺跡と同様古墳の周涅と想像されるが、今

後の整理作業の課題としたい。

また、多数のピット群、ほぽ南北に検出され

た溝状遺構等、その時期、性格についても追求

したし 'o

最後に、竹田峯遣跡で最も注目に値する遺構

・遺物としては何と いっても 、第 3号住居址西

隅より検出された、弥生後期の壺棺であろう。

佐久地方の発掘調査で発見されている壼（甕

）棺は、周防畑 B、戸坂第 3次、蛾畑遣跡の 3

造跡 5例であり、今回のように、胎児骨（聖マ

リアンナ医科大学森本教授の鑑定による）が検

出されたのは、限内でも稀有な資料である。さ

らに管玉 2点、ガラス小玉2点が伴出しており、

当時の風俗、習慎等の研究においても、新たな

問題を提起するものと言える。

3) 栗毛坂遺跡群芝問遺跡

0動機 佐久市土木課が行う市追芝間線道路改

0発掘調査期問 S 60 .10 .14~11 .15 

0検出造構

住居址 4棟（古墳時代後期 1棟，平安時代 3

棟）、特殊遺構 1基（平安時代？）、竪穴状遺構 1

基（中世），溝状遺構 4塞，土坑 5基，掘立柱

建物址?1基

0成果について

今回、調査を実施した芝問遺跡は、道路の拡

幅工事のため蝠 5mという限られた範囲での調

査のため、検出された遺溝において、その全容

を把握することができないという問題はあるも

のの、現時点で考えられる成果を簡単にまとめ

てみたい。尚、詳細な検討は今後の整理報告書

作成に際し行なってゆ含たい。

検出された遺構は、古墳時代後期（鬼高期）、

平安時代の竪穴住居址、中世と思われる竪穴状

遺構等であろ。その分布は北区においては、平

安時代の竪穴住居址＜以下、住居址とする。＞

(2 , 3 , 4 住）が 3棟検出され、これらの

住居址は、調査区の西側にのびている。このこ

とから、調査区の北，西側に続く微高地には該

期の集落の展開が予想される。南区においては、

古墳時代鬼高期の住居址 (l住）が一棟検出さ

れたが、調査区の西、南側には、該期の土器が

表採され、古墳時代の集落の存在が予想される。

本調査で特策すべき遺構、遺物は、第 3号住居

址のカマドと Ta--I竪穴状遺栴及び特殊遠栴

より出士した鉄製器があげられる。

第 3号住居址よ f}検出されたカマドの追存状態
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は、非常に良好で煙道。天井部の一部が欠損し とである。このハサミが平安時代のものとする

ているのみで、袖石、支脚石は、面取りされた

安山岩、軽石が構築材として用いられており、

ほぽ往時のまま残存している。さらに、支脚石

が 2個検出されているが、同様に支脚石が

2個検出されている例としては、兵士山遺跡第

1号住居址、鋳師屋遺跡第 1号住居址等がみら

れる。

このように当ヵマドは、佐久地方より検出さ

れる平安時代のカマドの構造等を考究するうえ

で、良好な資料であるといえよう。

また、 K区より検出されたTa-I竪穴状遺

構は、出土したカワラケより平安時代以降の所

産であると考えられる。従来、竪穴状遣構は、

不明瞭であったが、大井城跡（黒岩城）、桜井

石堂遺跡、御代田町野火付遣跡より、明確な竪

穴状遺構が検出されている。本遺跡より検出さ

れた竪穴状遺構もその貴重な一例となるであろ

う。

本遺跡の南西約 12 Kmの台地上に所在する

大井城跡（黒岩城）は、昭和 59年に佐久市教

育委員会によって調査が行なわれ、 14 ...._, 1 6 

世紀の竪穴状遣構53基を中心として、多数の遺

構群が検出されている。また、西方約 700m

に所在する六供後遺跡では、大井城跡に関る

と思われる断面「U」字形の溝が検出されてい

る。この 2遣跡と本遺跡より検出された竪穴状

遺構との関連性も考慮すべきであろう。

さらに平安時代の所産と考えられる T1特殊

遺構より出土した鉄製品は、筑波大学教授岩崎

卓也氏に見ていただし、食ど、ごろ、ハサミとのこ

と、佐久地方、最古のハサミと言えよう。

4)箇畑遺跡群池畑遺跡・猫久保遺跡群西御

堂遺跡

0動槻 佐久建設事務所が行う県道香坂中込線

0 所在地

バイバス改良工事計画（高速道路関連

工事専用道路）に伴なう調査

池門遺跡佐久市安原字箇畑

、西御堂遣跡 佐久市安原字猫久保・西御堂

0 発掘調査期間 S 60.11. 耳 ~-12.24 

0検出遺構

池畑遺跡竪穴住居址 2棟（弥生時代後期

終末～古墳時代初頭 2基）土坑・

1基（奈良時代？），溝状遺構

2基

西御堂遺跡土坑2基

0成果について

今回、調査を実施した、池田・西御堂遺跡は

道路の改良事業のため、幅約12mという範囲で

の調査であり、遺跡の存在する台地全体を把握

することはできないが、現時点で考えられる成

果を簡単にまとめてみたい。尚、詳細な検討は

今後の整理報告書作成に際し行なって行きたい。

検出された遣構は、池畑遣跡において弥生時

代終末から古墳時代初頭と思われる竪穴住居址

（以下住居址とする） 2棟，奈良時代から 9批

紀代と思われる土坑 1基がある c

今回の調査は、筒畑遺跡群の存在す

9了， ・L地（・？財部中央付近に東匹に桃!t、-;.',ぞ・ 卜
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レソチを入れたことに等しく、以上の遺構検出

状況から、確実に弥生時代後期から古墳時代初

頭の集落址の存在が明らかとなったことは大き

な成果といえる。

調査区西側より検出された第l• 2号住居址は、

佐久地方で今ま．で不明瞭だった弥生時代終末か

ら古墳時代初頭と考えられる住居址である。佐

久市における古墳時代前期と考えられる住居

址の検出例は、非常に少なく今井西原遺跡で 1

棟，北西久保遺跡で 1棟の 2例しか知られてい

なく、当住居址 2棟は、該期の住居址形能を知

る上で良好な資料といえよう。

また、調査区東側より検出これたDl号士坑

は、牛馬骨とともに出土した遺物より、奈良時

① 
代から 9世紀代の所産であると考えられる。当

土坑より出土した牛馬骨は、馬上顎骨 3 ・下顎

骨 2 ・牛上顎骨・下顎骨・中足骨。距骨であり

馬は臼歯の生え換りつつある 2~3オ馬、臼歯

の麿耗が著しい 15~16オの老齢馬など 4 ~5頭，

牛は 1頭で G~7オの小型牛であると推定され

② 
る"D l号土坑の獣骨は、御代田町野火付遺跡

の土坑墓に伴って検出された平安時代の 5頭の

埋葬馬と違い、頭部の部分がほとんどで、その

出士状態から異彩な感を受ける c 今後の整理報

告書作成においてその性格を特に注意して追求

していきたい。

池畑遺跡の西方約 300mの台地上に所在する

西細堂遺跡においては、住居址等の遺構は検出

されず、土坑が 2基検出されたのみである。こ

のうちD2号土坑は、底面・周囲に粘土が貼り

めぐらされており、当初、何に使用されていた

のか不明であったが、地元の人の話によると、

戦前までこのような形の肥溜がつくられていた

ということである。

最後に、無事完了まで発掘調査を遂行して下

さった調査参加者の皆さんをはじめ、曖かい御

援助、御助力をくださった地元の皆さんに心か

ら感謝の意を表し記してお礼を申し上げます。

注 1. 長野県史刊行会笹沢浩氏の所見によ

る。

注 2. 群馬県立前橋第 2高等学校教諭宮崎

重雄氏の鑑定による。

宮下健司氏藤森栄・ー賞授賞！！

宮下健司会員が、長野県考古学会秋季大会に

おいて、長崎元廣氏とともに第10回藤森栄ー賞

を受賞された。本会では先に由井会長が受賞さ

れており、本会関係者では 2度目の受賞にあた

る。氏の研究は広い分野にわたっており、考古

学のみならずその研究は民俗学にもおよんでお

られる。宮下さんの受賞を皆でお祝いするとと

もに今後ますますのご活躍をお祈りしたい。
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事務局からのお知らせ

0訃報

佐久考古学会の長年の会員であられた、御代

田町栄町の大井豊さんが、昨年12月12日に御逝

去されました。亨年82歳でした。大井さんの永

年にわたる学会活勁と御努力に対しまして、深

く感謝いたしますとともに、謹んでご冥福 を`お

祈り申し上げます。

0新入会員の紹介

下記の 5氏が当会に新しく入会されました。

今後ともより一層研究活勁の輪をひろげてゆき

ましょう。

井出智秀〒 384--11

池田1勝吉郎〒 384-01

羽毛田側専〒 385

羽毛田卓也〒 385

（贅助会員）

小海町川久保田．
(0267) 
62-3845 

佐久市中込 m. (0267) 
62--4390 

佐久市岩村田頂
(0267) 

729 
67-5491 

佐久市根々井 TIL
(0267) 

554-1 
67-4687 

畠山俊彦 T 384-01 佐久市三塚 m. (0267) 
62-{)670 

堀川公行 〒384-11 小淘町滞原 m. (0267) 
92--3565 

0絵はがきあります。

15周年記念事業として作成された絵はがきで、

佐久地方の先士器時代からの代表的な資料が掲

載されています。まだ、在庫があいーよすのでご

希望の方は事務局まで。 1部 200円。

後 コし苦
g

通信第 36号をお届けいたします。原稿をいただいた時は「からっちみ（から凍）」の頃でしたが、

日差しも一段と春めいてきた今日此頃です。遅刊は、偏に編集者によるもので探くお詫び申し上げま

す。さて、本号は 15周年記念祝典の記事、旅行記に加え、．埋文センターから発掘の概報をいただき、

中身の濃いものになったと我田引水ながら密かに？自負いたしております。次号は、従来の資料紹介

のほか、ミニ講座なども加え、より充実したものにして行ぎたいと考えています。ご期待いただくと

ともに、 会員の皆さんからの投稿をお待ちして

おります。 (H.H) 
佐久考古通信No.36号

発行所：佐久考古学会

長野県佐久市岩村田 l040,~7 

木内捷方(〒 385)

lH. 0267-68-0617 

発行者：由井茂也

網集者：井出正義（編集長） 高村福島

森泉三石小山堤花岡

L. __ , .. _., ........ 『 ... - -一--~--~-~------~・・＝ク・"""・"-・'"'●●●~·--~·- · ' 
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昭和 61年度佐久考古学会総会（宮下健司氏による講演会）



1. 日時

2. 場所

3. 日程

昭和61年度佐久考古学会総会次第

昭和61年 5月25日（日） 午後 2時

佐久市役所 6階会議室

1) 開会のことば

2) 会長あいさつ

3) 感謝状授与

4) 日程説明

5) 議長選出

6)議事

第 1号議案 昭和60年度佐久考古学会会務・決算・会計監査報告及び承認の件

第 2号議案 佐久考古学会会則改正の件

第 3号議案役員改選の件

第 4号議案 昭和61年度佐久考古学会事業計画・会計予算承認の件

7) 新旧役員あいさつ

8) 県考古学会地区委員選出の件

9) その他

10) 閉会のことば

4. 講演会 「縄文草創期をめぐって」

講師 宮下健司先生（長野県史刊行会専門主事）

5. 懇親会及び旧事務局長慰労会

現行

第 5条

1. 会費

会 場 レストラン「かしわ」

佐久考古学会会則改正報告

改正

第 5条

1. 会費

ア一般会員 1) 個人年額 3,000円 ア一般会員 1)個人年額 4,000円

2) 団体年額 3,000円 2) 団体年額 4,000円

イ 賛助会員 3,000円 イ 賛助会員 4,000円
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第 6条

1のウ

事務局（若干名）

事務局長 1名と幹事若干名で構成し，会務

を執行する。

事務局長：事務局を代表し，会務の執行を

統轄する。

事務局幹事：会計幹事，書記幹事等その他

必要な幹事。

3. 会長，副会長，事務局幹事，委員，会計

監査員の選出は総会においてするものとする。

又，事務局幹事は総会または役員会の承認を

得て，事務局長が任命するものとする。

第 6条

1のウ

事務局幹事（若干名）

事務局幹事長 1名と幹事若干名で構成し，

会務を執行する。

事務局幹事長：事務局を代表し，会務の執

行を統轄する。

事務局幹事：会計，書記等その他必要な会

務を担当する。

3. 会長，副会長，事務局幹事，委員，会計

監査員の選出は総会においてするものとする。

又，事務局幹事長は，幹事会の互選により選

出する。

昭和 60年度佐久考古学会会務報告

1. 会務の経緯

昭和 60年 (1985)

5月26日

＜総会＞ 佐久市役所にて昭和59年度総

会を開催し，役員の改選を行う。

＜講演会＞ 総会の後，御代田町教育委員

会，堤隆講師による「野火付遺跡の歴史時代

の様相」と題する講演を行う。

＜懇親会＞ 講演会の後，市役所食堂にて

親交を深める。

7月5日

く15周年記念祝典実行委員会＞ 埋文セ

ンターにて，祝典参加者，講演会講師，記念

絵ハガキ等についての話し合いをおこなう。

7月13日

＜例 会＞ 埋文センターにて，研修旅行

の件，矢出川保存対策の件等についての話し

合いをおこなう。

7月26日

く実行委員会＞ 案内状の送付者名簿の作

成，記念絵ハガキについてのことなどを話し

合う。

8月24日

＜矢出川小委員会＞ 矢出川湿原における

動物園建設問題について話し合い，南牧村に

対して抗議文，動物園へ要望書を送付するこ

とを決定する。

9月22日,...._,23日

く研修旅行＞ 「上総国の埴輪を求めて」の

研修旅行を行う。

10月6日

く役員会＞ 特に 15周年記念祝典について

話し合い，最後のつめを行う。
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10月 12日

く 15周年記念祝典＞ 佐久市役所にて 15

周年記念祝典を盛大に行う。シンボルマーク

は，浅沼馨氏のものが選ばれ，祝典後に筑波

大学教授岩崎卓也氏，千曲川古代文化研究所

主幹森島稔氏らによる講演が行われた。又講

演終了後，一階食堂にて祝宴が開かれた。

11月 9日

＜例会＞

12月 14日

＜矢出川小委員会＞ 野辺山の大規模土地

改良問題等について話し合う。

昭和 61年(1986)

1月1日通 信No.36発行

1月21日

く見学会＞ 長野市信濃美術館「敦煙展」の

見学会を行う。

1月25日

＜ 例会＞

く新年会＞ 中込「竜門」において新年会を

ノァ

イ丁つ。

2月8日

＜例 会＞ 埋文センターにて，佐久考古

学会記念論集第 1集（「赤い土器」）について話

し合う。

3月8日

＜例 会＞ 埋文センターにて，矢出川保

存運動の現状についての報告等をうける。

4月12日

＜例会・臨時役員会＞ 埋文センターにて

役員人事の件，総会の件等について話し合う。

4月 25日

＜幹事会＞ 井出正義氏宅において，総会

に向けての下準備を行う。

5月 14日

く役員会＞ 埋文センターにて役員改選，

総会準備等を行う。

昭和 61年度佐久考古学会事業計画

1. 総 会 ねる。

5月25日（日）佐久市役所 2月14日（土）埋文センター

2. 例 会 3月14日（土）埋文センター

6月14日（土）埋文センター 4月11日（土）埋文センター

7月12日（土）埋文センター 5月

10月11日（土）埋文センター 3. 役 員 会 随 時

11月8日（土）埋文センター 4. 通 信 No.37~41 

12月13日（土）埋文センター，忘年会も兼 5. 研修旅行 9月頃に北陸へ

ねる。 6. 講演会 5月25日（日）

昭和 62年 佐久市役所にて宮下健司氏による「縄文草

1月24日（土）埋文センター，新年会も兼 創期をめぐって」と題する講演を行う。
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7. 保存運動 矢出川遺跡群に関して

8. 会 議事務局幹事会，編集会議等は

9. 研究報告 佐久考古学会研究報告書第 1

集発刊の準備

随時行う。

昭和 60年度会計決算

収入の部
単位円

項 目
本年度 本年度

比較 説 明
決 算 額 決算額

1 繰越金 1)繰越金 45,076 45,076 

゜2 A コ 費 1) 会 費 206,500 189,000 △ 17,500 45人 11人人賛団助体会員

3 書籍売上金 1) 書籍売上金 25,000 48,200 23,200 

4 雑 入 1)雑 入 3,424 

゜
△ 3,424 

合 計 280,000 282,276 2,276 

支出の部

項 目
本年度 本年度

比較 説 明
予算額 決算額

1 報 酬 1) 謝 礼 5,000 5,000 

゜1) 印刷費 40,000 41,840 1,840 通信 3回

2 需用費 2) 消耗品費 20,000 11, 750 △ 8,250 

3)食料費 40,000 10,120 △ 29,880 

3 通信費 1)通信費 30,000 16,205 △ 13,795 

4 事務局費 1) 事務局費 20,000 6,920 △ 18,080 

5 慶弔費 1)慶弔費 10,000 9,000 △ 1,000 

6 繰出金 1)繰出金 110,000 110,000 

゜ムロ 計 280,000 282,276 69,165 

支出残高分 69,165 

＋収入増額分 2,276 

残高 441

残高 71,441円は，昭和61年度予算へ繰越。
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佐久考古学会 15周年記念式典会計報告

収 入

項目

繰入（学会より）

繰入（赤い土器）

祝宴，宿泊費

祝儀

雑入（書籍売上等）

小計 A

A - B = 2,878 

金額

110,000 

100,000 

252,500 

108,000 

95,720 

666,220 

支 出

項目

印刷費（案内状，絵ハガキ）

通信費

講師謝礼

賞金

祝宴宿泊費

消耗品費

予備費（食料費等 タクシー，写真）

小計 B

昭和 61年度会計予算

収入の部

項 目
本 年 度 前 年度

比較 説
予 算 額 予 算額

1 繰越金 1)繰越金 71,441 45,076 26,365 

2 会 費 1)会 費 200,000 206,500 △ 6,500 50人

3 書籍売上金 1) 書籍売上金 20,000 25,000 △ 5,000 

4 雑 入 1)雑 入 8,559 3,424 5,135 

合 計 300,000 280,000 20,000 

支出の部

項 目
本 年 度 前年度

比較 説
予 算 額 予算額

1 報 酬 1) 謝 礼 5,000 5,000 

゜

金額

198,382 

17,000 

100,000 

10,000 

258,250 

8,710 

71,000 

663,342 

明

明

1) 印刷費 100,000 40,000 60,000 4回 1回 25,000

2 需用費 2) 消耗品費 20,000 20,000 

゜3) 食料費

゜
40,000 △ 40,000 

3 通信費 1) 通信費 30,000 30,000 

゜4 事務局費 1) 事務局費 50,000 25, 000 25,000 食料費含む

5 慶弔費 1) 慶弔費 10,000 10,000 

゜6 繰出金 1) 繰出金 85,000 110,000 △ 25,000 赤い土器印刷費

合 計 300,000 280,000 20,000 
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新 役 員 の 紹 介

A 云 長 由井茂也 地区委員

副会長黒岩忠男白倉盛男 I 地区（軽井沢，御代田，小諸）

事務局幹事 荻原範仁， 田中

幹事長井出正義 II 地区（北御牧浅科，立科，望月）

書 記 島田恵子，三石宗一 掛川喜四郎，倉見渡

ムコ 計小山岳夫 llI 地区（佐久市）

通 信福島邦男花岡弘，堤 隆 井上行雄， 大井今朝太， 佐藤敏

羽毛田卓也 IV 地区（臼田，佐久町，八千穂小海）

研究誌臼田武正，福島邦男，花岡弘 三石延雄， 佐々木宗昭

林幸彦，高村博文，堤 隆 V 地区（北相木，南相木，川上）

企 画井出正義，林幸彦，高村博文 由井明，土屋忠芳

三石宗一，羽毛田卓也 VI 地区（佐久地域以外の地区）

会計監査井上行雄，由井明 森泉かよ子

長野県考古学会地区委員選出の件

。研究委員として

。埋文委員として

三石宗

羽毛田卓 也

事務局変更 の お 知 ら せ

木内事務局長退任により，事務局の所在が新事務局幹事長 井出正義方に変

更しましたのでお知らせします。

佐久考古学会事務局

南佐久郡小海町東馬流 5047
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研修旅行案内

最近，大井城跡・野火付遺跡・石堂遺跡・

前田遺跡（第2次）・後平遺跡と佐久地方中

世の発掘調査が相次いでいます。かつて佐久

ではお目にかからなかった遺構の検出や，青

磁・白磁・常滑などの陶磁器類や多量の石臼

の出土など初めての経験に途惑うことが多い

かと思います。そこで，本年は中世の代表的

な遺跡である越前国一乗谷朝倉氏遺跡を訪れ

ようと研修旅行を企画しました。会員の皆さ

ん，ふるってご参加下さい。

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡は，越前国を支

配した戦国大名朝倉氏の 5代 103年間におよ

ぶ居城の跡として知られ，福井市街東南10km

の一乗谷にあります。谷の木戸の内部に浅倉

義景館を中心とした多くの家臣の館や寺院・

屋敷の跡が良く残っている。谷の東の一乗城

«こ編集後記~

予定より遅れましたが，佐久考古通信Nu37 

をお届けいたします。今年は福島，花岡，堤

羽毛田が担当することとなりました。よろし

くお願いいたします。現在各地で発掘調査が

行われています。次号あたりから現場の進行

状況等を報告していきたいと思います。

今回は先日開催された総会の報告が中心と

なりましたが，次回以降会員皆様の原稿等お

待ちしていますので，事務局へお寄せ下さい。

「越前国一乗谷」

山には15個所の郭を中心とした山城が存在

している。

昭和42年より発掘調査と環境整備事業が進

められている。その結果，文献史料とも関連

させつつ「戦国城下町」とも呼びうる近世城下

町の先駆的形態を考古学的に実施しつつある。

一考古学ジャーナルNo.182,1980より

0 日程 9月15日， 16日

0 宿泊所 神明旅館（福井市）

0 見学場所 ~谷朝倉氏遺跡を中心として

。出欠の有無は，通信着後直ちに連絡して下

さい。

0 連絡先 佐久埋蔵文化財調査センター内

三石・小山 (0267-63-2394) 

佐久市埋蔵文化財資料室内

林・羽毛田 (0267-62-6121)

佐久考古通信 No.37

発行所佐久考古学会（転局）

南佐久郡小海町東馬流 5047
井出正義方

TEL (0267) 92-3171 

発行者田井 茂也

編集者井出• 福島・花岡・堤

羽毛田
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佐久市前田遺跡。鋳師屋遺跡第二次発掘調査速報

今年度 4月より佐久市教育委員会が主体とな

り調壺を進めていた両遺跡ですが， 10月をもっ

て終了しました。

鋳師屋遺跡

竪穴住居址（古墳～平安時代） 18軒

掘立柱建物址（古墳～平安時代） 15軒

小竪穴状遺構（中世） 6軒

土拡（中世） 138基

溝状遺構（中世～近世） 15条

前田遺跡

竪穴住居址（古墳～平安時代） 56軒

掘立柱建物址（古墳？～平安時代） 38軒

小竪穴状遺構（中世） 54軒

土拡（中世） 480基

火葬墓 (1 基）• 石組土拡募 (2基）

木棺土拡墓 (1 基）•土拡墓 (1 基）

埋葬馬土拡 (1基）を含む。

井戸址（平安時代～中世） 4基

等の遺構が検出された。

出土遺物は，古墳時代から平安時代の土師器

・須恵器・鉄製品（鎌他数点）と，中世の内耳土

器・陶磁器・鉄製品・銅製品・北宋銭・石臼・

揺鉢・石錘．敲石・磨石・不明土製品・特殊石

製品・馬骨・人骨・炭化米・炭化材など，ダン

ボールにして約 120箱分です。

今回の調壺では，当初の予想をはるかに上回

る中世の土拡群・ピット群・小竪穴状遺構が複

雑に重なり切り合って検出された。中でも土拡

群中より検出された中世の火葬墓は，直径 50~

80cmの石が四個組まれ，焼土・炭化材・炭化
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物・骨紛が 60cm近く堆積していた。墓内から

は， 200以上の骨片と 6枚の北宋銭が出土した。

炭化材は5~10cm径の丸太で，意識的な配置

が考えられる。なお石の表面はかなり焼け亀裂

を生じていた。

最後に，調査終了まで作業に従事して下さっ

た方々，及び御協カ・御教示をいただいた諸氏・

諸先生方に心より感謝の意を表しお礼申し上げ

ます。

佐久市深堀遺跡群南鷺の宮遺跡の表採資料

羽毛田卓也

第 1図表採位置，周辺遺跡図

南鷺の宮遺跡は，弥生時代中期後半の遺跡と 市役所の東 800メートル，志賀川を見降ろす比

して名高い深堀遺跡を含む深堀遺跡群の東側端 高 15メートルの台地東南端，標高 689メートル

に位置する。場所は，佐久市のほぼ中央，佐久 に位置する。周囲には，和田上南遺跡（昭和54
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第 2図墨書土器(t不）実測図(1: 4) 

年度一部発掘調責），樋村遺跡（昭和 57・58年度

発掘調壺），屋敷古墳群，中条峯古墳群，寄山遺

跡群（寄山古墳），東久保古墳などが隣接する。

ここに紹介する遺物二点は，台地最東南端の

断崖よる数メートルの位置にあったと考えられ

る住居址より表採した。本住居址は，宅地造成

のための重機による破壊を受けており，床と思

われる部分が露出していた。杯（墨書土器）は東

側のヒ°ット状の落ち込み，高台付杯は中央の床

面に散乱していた。なお，造成地内で本住居址

の他，二棟の住居址プランを辛うじて確認する

ことができた。

杯は，回転糸切りの平底から内彎気味に立ち

上がり，口縁でやや外反する器形を有している。

外面は，ロクロ横ナデで底部周辺にヘラ削りが

施されている。内面は黒色研磨で，十字に暗文

第 3図高台付杯実測図(1 : 4) 

が施されている。墨書は，底部と体部のニケ所

に「長」と書かれている。墨書の残り状況は良

好で細かい所まで明確に内眼視できる。

高台付杯は，高台部がやや外反し，杯部で集

約された後，直線的に立ち上がり，口縁で外反

する器を有している。内外面ともにロクロ横ナ

デが施され，器形の三分の一が欠損している。

杯・高台付杯共に，表採後接合した資料で，

割れ口が新しく，重機により破損したと考えら

れる。

南鷺の宮遺跡の台地南端部は完全に消失し，

一軒の家と二軒分の造成区画地となってしまっ

た。この様に一度破壊を被った埋蔵文化財は，

二度と元に戻す事はできず，遺物を事後に確認

するのがやっとである。確かに佐久という所は

どこを掘っても埋蔵文化財にぶつかる特殊な地

域ではある。破壊を未然に防ぐ事は大変に困難

ではある。工事現場で目を止めるのは私だけで

はないだろう。今回は何とも後味の悪い資料紹

介となってしまったが，以上で終りたいと思う。

●例会のお知らせ

今年度の例会を下記の内容中心に行う。

1月24日（土）弥生時代墓制について 高村博文

2月14日（土）弥生の金属器について 臼田武正

3月14日（土）赤い土器の研究史 小山岳夫

4月11日（土）弥生住居の総合研究 林幸彦
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一乗谷 朝倉氏遺跡を尋ねて

去る 9月 15・16日恒例の佐久考古学会の研

修旅行が行なわれました。今年は福井県の一乗

谷に所在する「朝倉氏遺跡」を研修する旅でした。

今回この遺跡を尋ねるべく計画をしたその背

景には，近年佐久平においても大井城跡を始め

小諸，御代田等の各地で中世の遺構が検出され

つつあり，そこで是非，中世の遺跡を代表する

朝倉氏遺跡を見学してみようと言うことになっ

た訳です。

さて当日，いまにでも降りそうな雨雲を見上

げ， AM6:00 埋文資料室を出発する。

この雨雲を見ると，平素の行ないの悪い者が

誰か居るに違しヽなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・..。

小海を過ぎたあたりで早くもビール，酒，ウ

イスキーの栓が抜かれ，車中が賑い始める。

しかし，すでに最前部の席はことの外騒然と

している。どうやら此の辺に，先きの空模様を

占う人物が居そうである………。やがて，車は

野辺山へと差しかかり，某ドライプインにて0

00タイムの予定， しかし，時間が早すぎ使用

できない。よって一同，裏へ巡り壮快な気分と

なる。それにしても調査中に見慣れてはいるも

のの，朝霧の中でのその姿，格好は何とも言え

ず，ただ閉口のみ………。まさに『十人十色』........ 
ならぬ，「じゅうにんといろ」である。

つまらぬ酒落はさておき，野辺山にて由井会

長，由井 明さんが乗車し，今回の旅行者一行

佐々木宗昭

20名が揃う。

今回の道顛は，小淵沢インターより中央道に

入り，米原を経由し北陸自動車道から福井へと

向かう順であった。途中，井出先生はじめ各先

生方より，歴史にその名を馳せた名勝，武将等

のガイドがあり，その度に，車窓より広がる山

河に，古代への遥かなる思いを描き，そして又

古代人らが旅の安全に幣を手向けたであろう峠

の峰々を見晴るかし，車は順調に一路福井へと

向かう。

東名高速を過ぎ，米原から北陸自動車道を走

る頃より，雨雲が切れ，青空が広がり始める。

どうやら車中には雨男は居そうにもなく，い

たって平素の行ないは良かったものと思われる。

やがて車窓の左側より，敦賀湾が見え，北陸

路を走る実感と共に，目的地まであとわずかで

あることを知る。

PM 12: 30 予定より約 1時間30分早く一乗

谷朝倉氏資料館に到着。ここで県教育委員会の

仁科 章氏の案内のもと館内を巡る。さすがに

北陸の「中世都市」と言われる遺跡からの出土遺

物である。日常の食膳，調理具，そして又，日

々の生活用具としては欠かせなかったであろう

「石臼」，更には遊戯具の一つである将棋の駒

(177枚， 6セット分以上）などが出土している。

他に，茶道や香道などもいとなまれていた様で，

茶臼などの出土品もある。
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此れ等の出土品を見ると， 「戦国」という殺

伐としたイメージからは，想像もつかない温和

で，睦びやかな生活の業が営まれていたようで

ある。さて，此の資料館より，約数キロ離れた

所に目的地である朝倉氏遺跡がある。此は言う

までもなく，戦国時代に越前国守であった朝倉

氏の本拠地である。

昭和42年より発掘調査が行なわれ，今なお調

裔中の遺跡であり，特別史跡となっている。一

乗谷川に沿って，帯状に細長く広がる狭い平地

と，その両側にそびえる広大な山稜に展開する

遺跡である。平地には幅 4.5mの幹道がおかれ，

その両側に，居館，武家屋敷，寺院等が並ぶ町

並であった。このことは発掘された土塁，礎石

等からして瞭然たるものであり，私達はこの幹

道を，まるで観光用に整備された遊歩道でも歩

いているかの様な錯覚をもって見学している。

ましてや，その片側に配された溝なぞは，せ

せらぎの音が聞こえるかのようである。しかし，

往時は此の道を商人が行き交い，そして又，武

士達が往還したであろう。そんなことをしばし

忘れるほど，あまりにも当時のそのままの原形

を残し，今日に発掘された遺跡である。又，庭

園も大変興味深く，当時においては，屋敷の構

成上欠くことのできなかったものであるらしい。

仁科氏の説明によると，本館庭園は完全に埋

没していたが，滝石組や，池底の敷石などが発

掘され，豪快華麗な作風をおび，桃山調の庭園

様式が感じられるとのことであった。

一方，これらの町並が遺在している狭い平地

を三方から取り囲む形で形成される山稜には，

山城，砦，櫓などが，自然地形を巧みに利用し

て築かれており，一乗谷朝倉氏の一大戦国城下

町が形成されていたようである。

いずれにしても，想像していた以上に刺激度

の多大な遺跡であり，山腹に配せられた「諏訪

庭園」に向かう途中の高台より眼下に映る朝倉館

の整然たる礎石と，その背後に迫る山稜にうっ

そうと茂る孟宗竹が，初秋の風に揺蕩くもなび

くその様は，栄華を誇ったであろう往時を一層
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偲ばせるかのようであった。

こうして強烈な印象を残しつつ，朝倉館の西

門で記念写真を残し，次の目的地である永平寺

へと向かい第 1日目が無事終了した。

夜は仁科氏を交え，懇親会が開催され，その

後，福井の夜を散策した人達もいたようであり，

はたまた数人の人は，徹夜で0000に興じた

ようであった。

第2日目は，国定公園である越前海岸を通り，

越前焼を見学して帰路につく予定であった。

晴れわたる越前岬を見ていると，昨夜の睡眠

不足がたたっているのか，海中に吸い込まれそ

うな感じである。「白鳥や悲しからずや………』

の詩がうかび，あの透き通る様な秋の日差と，

澄みきった空の青，海の藍さに全てが染まって

しまいそうである……？

そんな越前海岸から車は，やがて離れ，峠ヘ

とさしかかる。そして，その峠を越した所に越

前焼の産地がある。あいにく焼窯は閉ざされて

おり，見学はできなかったが，展示会館におい

て，各々お土産品を特選し，最後の研修地を後

にした。

PM6: 30 ー乗谷での大きな刺激と共に，

あの永平寺での貴重な体験， 「ミホトケノオミチ

ビキ」により，無事，つつがなく今回の研修旅

行が終了し，佐久に到着したことに感謝し，紀

行文をpit,こい。

関越道の発掘調査始まる

新聞報道等で既にご存知の方もいることと思

いますが，いよいよ佐久市において，関越自動

車道上越線建設予定地内の埋蔵文化財発掘調責

が実施される運びとなりました。調査は，日本

道路公団の委託を受けた県教育委員会が励長野

県埋蔵文化財センターに再委託して行うもので，

10月1日に佐久調査事務所が開設され， 6日に

鍬入式が行われました。

今年度は， 10月13日から 12月26日までの期

間を，用地買収が済んだ岩村田地区の佐久イン

タ一部分（仙禄湖東側）に所在する栗毛坂遺跡群

（第 1図） 6,000面を対象に，調査研究員5名，

事務職員 1名（いずれも松塩筑調査事務所から内部

異動），作業員 55名の体制で実施します。
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臼田武正

岩村田地区は，これまでに佐久市教育委員会

によって行われた発掘調森結果が示すように，

弥生時代から平安時代の集落遺跡が濃密に分布

する地域で，最近では，中世以降の遺構・遺物

も多数発見されるようになってきました。

このような環境の中で行われる関越道の発掘

調査は，単に記録保存を目的とした資料の蓄積

でなく，佐久地方の原始から中世に至る生々し

い歴史と文化の実態を，地元の人たちはもとよ

り，広く一般に普及公開し継承していく使命の

一端を担っているものと考えます。

今後，この発掘調査は，確認調査をして確定

すべき部分も含め，香坂地区（トンネル坑口）から

岩村田地区（インター）までの間に 26遺跡約 30



万面が実施の予定となっています。

昭和67年度佐久インター開通目標に合わせ，

発掘・ 整理・報告書刊行に至る一連の大事業を

成し遂げるためには，内部努力はもちろんのこ

と，地元関係機関や関係団体との連携が不可欠

で，とりわけ佐久考古学会ならびに会員の皆さ

んには，絶大なご支援をお願いしたいと思って

います。

調査事務所は，当面，岩村田の佐久高校前に

ある長野県高速道事務所敷地内に開設されてい

ますが，現在，新たに鼻顔稲荷の上に用地を確

第 4図

保して正式な事務所を建設中ですので，いずれ

移転する予定です。

なお，発掘現場近く（仙禄湖入口）にもプレハ

ブの現場事務所を設置しましたので，お気軽に

お立寄りの上，ご指導ご助言いただければ幸い

です。

以上，調査を担当する者のひとりとして，会

員の立場からの関越道に関わる発掘調蒼の概要

説明とします。

（佐久調査事務所 TEL68-4924)
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須恵器研究会発足！ 参加募集中

長野県考古学会の研究活動委員会では，須恵器研究を下記のとおり行うことになりました。

佐久地方には，御牧原窯址群があり，また，集落址からも資料がたくさん出土しています。

そこで，佐久地方においても地域の編年をまとめるため会員の積極的なご参加をお願いします。

テーマ 「信農における奈良•平安時代の須恵器研究」 (7 世紀 (645 年）以降）

来年の秋をめどに 1冊の本とし，できればシンポジウムを開く。

内 容｛各論各地域の須恵器の編年研究（窯址の報告を含む）

まとめ

佐久平では，佐久市石附窯址，御牧原窯址群の資料を中心に集落址出土資料を加え編年を行

ていきたい。

希望者は，事務局まで。

問い合せ先福島邦男 (0267) 53 -4150 花岡弘 (0267)23-5797 

新入会員紹介・・・・よろしく ！ 

篠原浩江〒 384-22 北佐久郡立科町茂田井 1611-4 （電話） 0267 -53 -2433 

田中正治郎 〒 384 小諸市加曽 大日荘

角張 〒384 小諸市甲 46-10 

田村祐子〒 328 栃木県栃木市片柳町 1-6-14

~ 編集後記 ◄

通信No.38• 39をお届けいたします。早目に原

稿を頂いた方，遅れて申し訳ありません。

前号から紙面を一掃し，より見易いものになっ

たと考えております。

今年各地で行なわれた調査の概報は数回にわ

たり掲載の予定です。

なお，資料紹介等，原稿を募集しております

ので奮ってご投稿下さい。 （ひ）
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（電話） 0267 -23 -7786 

（電話） 0267 -22 -8495 

片柳寮 （電話）0268-23-1363 

24-9611 

佐久考古通信 No.38•39

発行所佐久考古学会（転局）

南佐久郡小海町東馬流 5047
井出正義方
TEL(0267) 92-3171 

発行者由井 茂也

編集者 井出• 福島・花岡・堤

羽毛田
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佐久町・後平遺跡

島田恵子

南佐久郡佐久町大日向に所在する後平遺跡は るが新資料が増加したこともあって，徐々に明

昭和 59年試掘調査を行ない，翌60年第1次発掘 らかになりつつある。後平遺跡の編年を軸に，

調査， 61年第2次調査を続行した。遺跡の紹介 今後ますます発展，修正していただけたらと願っ

は『長野県埋蔵文化財ニュースNo.18』に記載され ている。

ているため重複するので，今回は報告書作成終 また，石器も形態分類を試み，生活の中でど

了後にあたり，その結果明らかになった成果に のように使われたか等，勇を鼓したまとめを行

ついて紹介したい。 なった。いずれにしても土器や石器は，人間が

先ず，縄文時代早期中葉～前期初頭にかけて 作ったものである。その用途を考えることがの

の遺構は，特殊遺構 4基，落し穴22基，その他

土拡80基，住居址 3棟等が検出された。遺物の

出土は，土器・石器等数量的に同比重であった。

土器は破片がほとんどであったが，型式学的な

面から，早期中葉～前期初頭における編年を組

み立てることが可能となった。該期の土器は長

野県下においては資料が少ないため，不明な点

が多く判然としなかったが，最近，少量ではあ 土製かんざし
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ぞかれ，形や調整の方法を論じた報告書がほと

んどでは，片手落であるといえよう。

さらに，南佐久郡下では初見である縄文後期

最末期の住居址 1棟を検出した。写真に図示し

た土製かんざし，二重の石囲い炉等，やはり検

出例の少ない該期の住居址は，今後の好資料と

なり得るであろう。土器は東北系の瘤付土器の

影響もあるが，ローカル色が農い。

また，今まで伝承の中にあった，楯六郎・矢

田義清の牧場経営に関連する遺構の一部分が偶

然に発見された。限られた地区内での調査であっ

たため，広大な牧のほんの一端では不充分な調

二菫の石囲い炉

森とならざるを得なかったが，歴史的伝承を現

地に確認したことは，なによりも大きな成果と

いえよう。

西片ケ上遺跡とその周辺遺跡

昭和 61年 11月に発掘調査を行った，西片ケ

上遺跡は佐久市香坂に位置し，標高842mを測

る。

地形は北に阿伽流山山麓が連なり，その山脚

上の緩い傾斜面上で，八風山や矢川峠及び寄石

山に源を発する香坂川に流れこむ，浅い沢によっ

て区切られた，北側の崖推堆積上に殆んどが立

地しており，比高差は約 10mを測る。

周囲には，曲尾 I遺跡（昭和61年9月崖推堆積

上と台地上の先端傾斜面発掘調査）， 曲尾皿遺跡

（昭和 61年9月台地上先端発掘調壼）， 屋敷前遺跡

（昭和61年10月崖推堆積上発掘調査），淡淵遺跡（昭

和61年10月崖推堆積上発掘調査），茂内ロ・樽ケ沢

遺跡（昭和61年11月台地上発掘調査），五斗代B遺

跡（昭和55年度発掘調査），兵士山遺跡（昭和 54年

度発掘調査），これらの遺跡は部分的な発掘のた

め，遺跡の全容はつかめないが，崖推堆積上に

羽毛田伸博

は殆んど遺構がなく，平安時代の住居址が兵士

山遺跡，曲尾III遺跡から 1棟づつ，茂内口遺跡

から 3棟検出され，香坂川北側に山地集落が上

流に向かって点在していた可能性が強く感じら

れる。五斗代Bからは縄文早期～後期の遺物と

平安時代の遺物が出土しており，遺構としては

縄文時代の礫群が検出された。また，曲尾遺跡

においては，縄文中期後葉～後期にかけての遺

物が多く表採されており，台地上においては中

心部に泉の涌きでている所があり，かなりの

密度で縄文時代の遺構が存在すると考えられる。

発掘調査の行なわれていない，仙太郎，木戸平A・

B, 鶉尾根，鶉尾根北，雨原A・B遺跡からも

主に縄文時代の遺物が多く表採されており，香

坂一帯は市内の平坦地と異なった遺跡の様相を

示している。

本遺跡の遺構は東側崖推堆積上で土城 4基と
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溝状遺構が 2条検出されたが，性格，所産期と

も不明であった。西側崖推堆積層のない緩い傾

斜面上で住居址が 1棟，土城 3基が検出された

が，土城については性格，所産期は判明できな

かった。

この住居址について概要を述べると，南方に

張り出し部をもった柄鏡形敷石住居址であり，

張り出し部と炉が略一直線上に位置しており，

主軸方位はN-4°-Wを示式主体部は東西425cm,

南北420cmを測り，略円形を呈弗敷石は主に

張り出し部側に三ヶ月型に敷きつめられており，

他は炉周辺に散在していた。張り出し部は東西

150cm, 南北 190cmを測り，隅丸長方形を呈

し，雑ではあるが全面に敷石がなされていた。

柱穴は円形壁中形式の様相を示しており，張り

出し部と主体部の接合箇所は深く掘り窪められ，

立脚した石によって仕切りされ，上に扁平な石

が据えられていたが，中からは遺物が出土しな

かった。炉においては 4枚の扁平な石を 4角に

据え，中に土器を敷いた，石組埋甕炉であった。

これら敷石と炉に用いた石は，本遺跡において

は容易に入手できる溶結凝灰岩と玄武岩であっ

た。

遺物については，石組埋甕炉に用いた加曽利

E系の系譜をひく深鉢，準三十稲葉式といえる

壺形土器に近い深鉢と，他に称名寺式土器片が

出土しており，これら系譜の異なる土器片が共

存して出土していることは，交易・文化圏を知

る上で貴重な資料であろう。その他石鏃2点，

横刃型石器，凹石，打製石斧，敲石が出土して

いるが，総体的に遺物は少なく，祭祀的遺物も

出土していないことから，敷石住居址の性格を

把握するには資料不足であった。以上，これら

の遺物から本遺構の所産期は縄文時代後期初頭

と考えておきたい。尚，詳細については，報告

書によって後述する。また，本調査が約10mと

いう新設の道路幅の調査であったため 1棟検出

されたのみであったが，周囲の地形及び表採遺

物から察し，他にも敷石住居址の存在する可能

性が強い。

前田遺跡における八世紀代土器群の編年的予察

1 はじめに

佐久市小田井・御代田町御代田にかかる鋳師

屋遺跡群前田遺跡は，県営圃場整備事業実施に

伴い昭和60年に佐久市教育委員会・御代田町教

育委員会によって発掘調杏がなされた。その結

果，八世紀代を中心とする竪穴住居址130軒以

上，掘立柱建物址110棟以上が検出され，当該

期を語るうえで欠かせない集落遺跡となった。

引き続いて現在前田遺跡の遺物整理を進めてい

堤 隆

るが，その過程において八世紀代の土器様相が

おおよそ四半世紀単位で四段階に区分でき得る

ことがしだいに明らかとなってきた。詳細はそ

の発掘調査報告書に述べることとなるが，ここ

ではその概要を紹介してみたい。

2 八世紀代の土器編年（第 1図）

◎ 八世紀第 I四半紀中心

底部が丸味を帯びた平底を呈し回転ヘラキリ

のまま未調整の須恵器杯 (1)が土器組成の主体
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須恵器高台付杯 須恵器蓋 土師器杯
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第 1図 前田遺跡における八世紀代の土器編年
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を占める。土師器杯では，その当初には古墳時

代後期の系譜をひく体部に僅かに稜をとどめる

杯もみられ，また，丸底・体部内満の 2も認め

られる。須恵器蓋では，かえりを有し皿状つ

まみの 3もみられる。土師器長胴甕は，後の時

期に比べより器高が高く，最大径が口縁部にあ

り，外面胴部には一貫して縦方向のヘラケズリ

が認められるものもある (4)。

◎ 八世紀第II四半紀中心

土器組成の主体を占める須恵器杯は，回転へ

ラキリの後全面手持ちヘラケズリの底部をみせ

るものが特徴的である (5)。土師器杯では，見

込み部にラセン暗文，体部に放射状暗文の施さ

れる畿内系の盤状杯が殊にこの時期に特徴的に

見出せる (6)。須恵器蓋では，佐波理塊蓋の模

放形態 (7)や，宝珠つまみ・かえりなしの一般

的な形態のもの (8)も見出せる。土師器甕の最

大径は口縁部から胴部に移りつつあり，器高も

前時期に比べると低くなる (g)。

◎ 八世紀第m四半紀中心

須恵器杯の底部切り離し手法に回転糸切りが

採用されるが，その外周には手持ちヘラケズリ

がなされるのが特徴的である (10)。土師器甕は

最大径が胴部上半にある肩の張る「く」の字状口

縁のものである (11)。

◎ 八世紀第W四半紀中心

回転糸切りのまま未調整の底部をみせる須恵

器杯がその組成の主体となる。その形態につい

ては回転糸切りにより杯の底部と体部の変換点

が明瞭化する特徴も見出せる (12)。須恵器高台

付杯では法量の大きい 13が顕在化する。また，

土師器杯では，ロクロ整形により内面黒色研磨

のなされる 14もみられるようになる。土師器甕

は，「＜」の字状口縁から「コ」の字状口縁への変

化が認められ，器高も八世紀第 I四半紀のもの

と比べると低くなる。その底径も小さくなるよ

うである (15)。

以上，きわめて大把みではあるが，前田遺跡

の八世紀代土器群の編年についてふれてみた。

宿上屋敷遺跡

宿上屋敷遺跡は，佐久市安原地区，霞川右岸

の標高 700m内外の台地上に所在し，約 700m

西方には，昭和60年度に発掘調杏が実施され，

弥生時代終末から古墳時代初頭と考えられる住

居址が2棟検出された筒畑遺跡群池畑遺跡が存

在する。今回行われた調査は，佐久建設事務所

が行う県道香坂中込線バイパス改良工事事業（高

速道路関連工事専用道路）に伴なう調森であり，遺

跡の存在する台地の南端部について，幅約 10m

三石宗一

と限られた範囲での調査である。

検出された遺構は，竪穴住居址 6棟，特殊遺

構3基，土坑 9基であるが，調森区が幅約10m

と限られており，さらに昭和47年度に行われた

圃場整備事業の際に，埋土，農道の新設等が行

われているため， 6棟の住居址はいずれも全容

を知り得ず，床面付近まで破壊を受けている状

態であった。

検出された 6棟の住居址は次の 5時期に分け
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られる。

4世紀代（古墳時代前期） --------------------H 1• 6 

7世紀代（古墳時代後期後半） ? -―--------------H3 

8世紀末~9世紀前葉（平安時代前葉） -------H2 

10世紀前半（平安時代中葉）＿ー----←-------------H4 

10世紀末~11世紀前半（平安時代中葉）―-H5 

Hl・6号住からは，赤塚次郎氏の分類による

c類に当る S字状口縁台付甕，小型高杯，小型

器台，小型台付甕などが出土しており，恒川編

年VlI期（布留古段階）に該当する。

平安時代の住居址にはH2•4·5号住がある。

H2号住から土師器甕，須恵器杯が出土してい

るのに対して， H4•5 号住居址には須恵器杯は

なく，代って虎淡山 1号窯式，光ケ丘 1号窯式

の灰釉陶器が出土している。

今回の調査では，台地の全容を把握するには

至らなかったが，今後の調査によって，本遺跡

に展開する集落の一端でも明らかにされること

を期待したい。

-・(1) 

第 2図 宿上屋敷遺跡遺構配置図(1: 1000) 

下川原・光明寺遺跡の調査ー検出された中世遺構と安養寺一

小山岳夫

下川原・光明寺遺跡は佐久盆地平坦部の最も における安原地域の歴史様相の一端が想定され

東端，佐久市安原の標高 710m内外の僅かな傾 るに至った。竪穴状遺構は一辺 10m内外の規模

斜をもつ，小台地上に位置している。遺跡南側 をもつ大型の方形竪穴の建物址で，柱穴はもた

には霞川が南流し，東側には平尾山塊が眼前に ず，礎石と考えられる偏平な大石が壁直下の床

迫っている。遺跡周辺を取り巻く歴史環境は， 面上の各所に点在していたが，南西側は破壊が

安養寺・英多神社などの鎌倉• 平安時代からの 著しいため，総合的な配置は明らかでない。炉

古い歴史をもつとされる寺社が近接する。 カマド等は検出されなかった。溝状遺構 2基は

道路工事に伴う調査であるため，幅 30m弱の 竪穴状遺構北側に接し，いずれも直線的に調杏

小範囲の調査であったが，中世に比定される竪 区外まで伸びるため，全容は明らかでない。両

穴状遺構 1基，溝状遺構 2基が検出され，該期 者合せて方形区画を呈すると考えられ，未調査
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A1 
大型品，口辺部は内碍気味に開く。

胎土は赤みを帯び，きめが粗い。
A2 

大型品，口辺部は内硝気味に開く。

胎土は白みを帯び，きめ細かい。

口ーー~~

三=J~□三／
B1 

小型品，口辺部は内碕気味に開く。 1 小型品，口辺部は内磯気味に開く。
B2 

胎土は赤みを帯び，きめが粗い。 胎土は白みを帯び，きめが粗い。

□こd\ ―三~ て 二
~-7 =ニ
ロニニーエ／

I~ こジて 二

~ Cl_ここ ―□□ =1: 二三
B3 

小型品，口辺部が直線的か，やや外反気味に開く。

胎土は赤みを帯び，きめが粗い。

こロニーニ
~:~ 

胃ここ

ロ：ニニ／

□□Z 
第 3図 下川原・光明寺遺跡土師質土器小1II1分類図 (1:2) 
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部分の溝区画内には生活址の存在も想定できる。

また，東側の第 1号溝は，両縁に人頭大の礫が

整然と配されていた。以上の 3基の遺構覆土は

いずれも炭化材，炭化物を多量に含有すること

で共通しており，特に竪穴状遺構床面上には炭

化物が厚い層を成して堆積していた。炭化物の

分布は中世遺構内だけでなく，本遺跡遺構確認

面でも一様に認められることから，中世代にお

いて本遺跡一帯に相当規模の火災のあったこと

が想定できる。

出土遺物は土師質土器小皿（かわらけ）， 中国

産磁器，国産陶器（常滑，珠洲，瀬戸、美媛系），

鉄製釘，炭化米などがみられる。土師質土器小

皿が圧倒的に多く， 693片出土しており，概し

て薄手で口径12cm内外の大型品(A)と口径8cm

内外の小型品 (B)に分けることができる（第 3

図参照）。本報告では在地の比較資料に恵れない

ため，時期の特定は行っていないが，陶磁器の

年代や他地域の「かわらけ」の編年観から14世紀

後半~15世紀代に位置づけられそうである。陶

磁器は出土量は少ないが， 13世紀後半~15世紀

の製品主体で，椀．皿等の供膳具や四耳壺．瓶

子などの祭祇用具が主体を占め，播鉢，捏鉢等

の調理具は少ない。土器類全体をみると供膳具

が主体を占めており，特に多量の土師質土器小

皿の存在は往時の一般集落には見られない傾向

であると言われ，本遺跡が特殊な性格を有する

こと，つまり寺社に関連する遺跡であることが

想定できる。このことは中世において土師質土

器小皿（かわらけ）が寺社においては祭事に多用

され，その際には毎年大量の「かわらけ」が購入

されていたという当時の記載からも裏付けられ

る。

これら今回の調査成果から，数次の火災によっ

て移動が行われたと言われる安養寺は中世にお

いて本遺跡周辺に占地していた可能性が強い

ことが想起され，調査で検出された遺構は安

養寺に関わる何らかの施設と考えることもでき

るのである。今後，この周辺の調査・研究に一

層の期待が寄せられよう。

会費納入のお願い 昭和61年度の会費納入状況は3月現在で 5割に達しておりません。円滑な学会

活動を促進するためにも，会費未納の方は今すぐ会費の納入をお願いします。

• 編集後記 ◄

本号は，昭和61年度に実施した発掘調査の報

告とその成果を掲載しました。一連の調査の他

に，関越自動車道の調杏も開始され，佐久地方

は発掘調査のピークを迎えているといっても過

言ではありません。これらの様子を今後も通信

によりつぶさにお伝えをしたいと思っていま式

ご期待を。 （福島）
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